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　令和８年度  人間科学部・人間科学研究科　学年暦（行事予定） 

年 月 日 曜日 事　　　　　項

1 水 学部新入生履修指導

2 木 入学式

3 金 大学院新入生履修指導

10 金 春学期授業開始

課程博士論文題目届提出期限（１７時）

春学期開講（ターム科目）、夏学期開講（ターム科目）、春・夏学期開講（セメスター科目）、通
年開講、夏季集中講義開講の授業科目履修登録申請期限（Web入力）
【履修登録申請期限は別途掲示等により通知します。≪注４≫】

春学期開講（ターム科目）、春・夏学期開講（セメスター科目）、通年開講の授業科目履修登録取
消期間（Web入力）
【履修登録取消期間は別途掲示等により通知します。≪注４≫】

1 金
 いちょう祭準備（４月３０日）　授業未実施日（４月３０日、５月１日）
 いちょう祭(５月１日、２日)　いちょう祭片付け（５月３日）

7 木 課程博士論文提出期限（１７時）

12 金 春学期授業終了

15 月 夏学期授業開始

夏学期開講（ターム科目）の授業科目履修登録変更期間（Web入力）
【履修登録変更期間は別途掲示等により通知します。≪注４≫】

夏学期開講（ターム科目）の授業科目履修登録取消期間（Web入力）
【履修登録取消期間は別途掲示等により通知します。≪注４≫】

夏季集中講義開講の授業科目履修登録変更期間（Web入力）
【履修登録変更期間は別途掲示等により通知します。≪注４≫】

10 月 夏学期授業終了

　　　　　　　　（集中講義Ａゾーン：８月２４日～８月２８日）

　　夏季休業　　（集中講義Ｂゾーン：８月３１日～９月　４日）

　　　　　　　　（集中講義Ｃゾーン：９月　７日～９月１１日）

９ 25 金 秋季卒業式・学位記授与式

９ 30 水 夏学期終了

1 木 秋学期授業開始

秋学期開講（ターム科目）、冬学期開講（ターム科目）、秋・冬学期開講（セメスター科目）の各
授業科目履修登録申請期限（Web入力）
【履修登録申請期限は別途掲示等により通知します。≪注４≫】

秋学期開講（ターム科目）、秋・冬学期開講（セメスター科目）の授業科目履修登録取消期間
（Web入力）
【履修登録取消期間は別途掲示等により通知します。≪注４≫】

1 日

4 水

11 水 卒業論文・修士論文・課程博士論文題目届提出期限（１７時）

2 水 秋学期授業終了

3 木 冬学期授業開始

冬学期開講（ターム科目）の授業科目履修登録変更期間（Web入力）
【履修登録変更期間は別途掲示等により通知します。≪注４≫】

2 水 課程博士論文提出期限（１7時）

冬学期開講（ターム科目）の授業科目履修登録取消期間（Web入力）
【履修登録取消期間は別途掲示等により通知します。≪注４≫】

26 土

3 日

7 木 卒業論文・修士論文提出期限（１７時）

卒業論文・修士論文考査（学科目及び学系により日程が異なる）

8 月 冬学期授業終了

大学院研究概要報告書提出期限（１７時）

３ 25 木 卒業式・学位記授与式

注　１．行事予定は、都合により変更することがありますので、掲示に注意してください。

　　２．上記の行事予定の詳細及びその他の行事の予定については、掲示により通知します。

　　３．全学共通教育における行事予定と一致しない日程もありますので、注意してください。

　　４．他学部等開講授業科目の履修登録・取消・変更期限は、このスケジュールとは別になります。
　　　　必ずＫＯＡＮ掲示を確認してください。

令令和和８８（（２２００２２６６））年年度度    人人間間科科学学部部・・人人間間科科学学研研究究科科　　学学年年暦暦（（行行事事予予定定））
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〇数字 ターム科目の授業日 試 ターム科目の試験日

春・夏学期または秋・冬学期の区分ごとに開講︓セメスター科目

〇数字 セメスター科目の授業日 試 セメスター科目の試験日

・・・土・日・祝日及び休業日又は授業未実施期間を示す（緑字は祝日）。

・・・夏季休業期間を示す。

冬学期授業開講期間（12/3〜2/8） ・・・⼤学⾏事又は⼊試準備のための臨時の授業未実施日（予定）を示す。

・・・集中講義期間

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

学部新入生
履修指導 入学式

大学院新入生
履修指導 ①① ①①

1 2 3 4 1 2 3

①① ①① ①① ①① ②② ②②

5 6 7 8 9 10 11 4 5 6 7 8 9 10

①① ①① ①① ①① ②② スポーツの日 ②② ②② ③③ ②②

12 13 14 15 16 17 18 11 12 13 14 15 (注2)16 17

②② ②② ②② ②② ③③ ③③ ③③ ③③ ④④ ③③

19 20 21 22 23 24 25 18 19 20 21 22 23 24

③③ ③③ 昭和の日
いちょう祭

準備
④④ ④④ ④④ ⑤⑤ ④④ 大学祭準備

26 27 28 29 30 25 26 27 28 29 30 31

いちょう祭
いちょう祭

大学祭 大学祭
大学祭

文化の日 大学祭片付け ⑤⑤ ⑤⑤

1 2 1 2 3 4 (注3)5 6 7
いちょう祭片付け

憲法記念日 みどりの日 こどもの日 振替休日 ③③ ③③ ⑥⑥ ⑤⑤ ⑤⑤ ⑥⑥ ⑥⑥

3 4 5 6 7 (注1) 8 9 8 9 10 11 12 13 14

④④ ④④ ④④ ④④ ④④ ⑦⑦ ⑥⑥ ⑥⑥ ⑦⑦ ⑦⑦

10 11 12 13 14 15 16 15 16 17 18 19 20 21

⑤⑤ ⑤⑤ ⑤⑤ ⑤⑤ ⑤⑤ 勤労感謝の日 ⑦⑦ ⑦⑦ ⑧試⑧ ⑧試⑧

17 18 19 20 21 22 23 22 23 24 25 26 27 28

⑥⑥ ⑥⑥ ⑥⑥ ⑥⑥ ⑥⑥ ⑧試⑧

24 25 26 27 28 29 30 29 30

31

⑦⑦ ⑦⑦ ⑦⑦ ⑦⑦ ⑦⑦ ⑧試⑧ ⑧試⑧ ①⑨ ①⑨

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5

⑧試⑧ ⑧試⑧ ⑧試⑧ ⑧試⑧ ⑧試⑧ ①⑨ ①⑨ ①⑨ ②⑩ ②⑩

7 8 9 10 11 12 13 6 7 8 9 10 11 12

①⑨ ①⑨ ①⑨ ①⑨ ①⑨ ②⑩ ②⑩ ②⑩ ③⑪ ③⑪

14 15 16 17 18 19 20 13 14 15 16 17 18 19

②⑩ ②⑩ ②⑩ ②⑩ ②⑩ ③⑪ ③⑪ ③⑪ ④⑫ ④⑫

21 22 23 24 25 26 27 20 21 22 23 24 25 26

③⑪ ③⑪

28 29 30 27 28 29 30 31

③⑪ ③⑪ ③⑪ 元日

1 2 3 4 1 2

④⑫ ④⑫ ④⑫ ④⑫ ④⑫ ④⑫ ④⑫ ④⑫ ⑤⑬ ⑤⑬

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9

⑤⑬ ⑤⑬ ⑤⑬ ⑤⑬ ⑤⑬ 成人の日 ⑤⑬ ⑤⑬ ⑥⑭ 試験準備 共通テスト

12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16

海の日 ⑥⑭ ⑥⑭ ⑥⑭ ⑥⑭ 共通テスト ⑤⑬ ⑥⑭ ⑥⑭ ⑦⑮ ⑥⑭

19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23

⑥⑭ ⑦⑮ ⑦⑮ ⑦⑮ ⑦⑮ ⑥⑭ ⑦⑮ ⑦⑮ ⑧試試 ⑦⑮

26 27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30

31

⑦⑮ ⑧試試 ⑧試試 ⑧試試

1 1 2 3 4 5 6

⑦⑮ ⑧試試 ⑧試試 ⑧試試 ⑧試試 ⑧試試 建国記念の日

2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13

⑧試試 山の日 夏季一斉休業

9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20

天皇誕生日

16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27

23 24 25 26 27 28 29 28

集中講義（Ｂゾーン）

30 31

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6

6 7 8 9 10 11 12 7 8 9 10 11 12 13

13 14 15 16 17 18 19 14 15 16 17 18 19 20

敬老の日 国民の休日 秋分の日
秋季卒業式・
学位記授与式 春分の日 振替休日

卒業式・学位記
授与式

20 21 22 23 24 25 26 21 22 23 24 25 26 27

27 28 29 30 28 29 30 31

10月

((注注11))　　55月月88日日((金金))はは水水曜曜日日のの振振替替授授業業実実施施日日

令和9
(2027)年

6月 12月

1月

2月

3月9月

7月

8月

集中講義（Ｃゾーン）

集中講義（Ａゾーン）

集中講義（Ｂゾーン）

秋学期授業開講期間（10/1〜12/2）

5月 11月

令和８（２０２６）年度 ⼈間科学部・⼈間科学研究科 学年暦（授業スケジュール）
春学期授業開講期間（4/10〜6/12） 春、夏、秋、冬の各学期の区分ごとに開講︓ターム科目

※5/8(⾦)は⽔曜日の振替授業・試験実施日

夏学期授業開講期間（6/15〜8/10）

令和8
(2026)年

((注注33))　　1111月月55日日((木木))はは月月曜曜日日のの振振替替授授業業実実施施日日

※10⽉16日(⾦)は⽉曜日の振替授業実施日
※11⽉5日(木)は⽉曜日の振替授業実施日

((注注22))　　1100月月1166日日((金金))はは月月曜曜日日のの振振替替授授業業実実施施日日

4月
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◆令和８年度学年暦（行事予定） 

◆令和８年度学年暦（授業スケジュール） 

◆目次 
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◆大阪大学の大学院教育システム 

 

 ＜教育課程・履修関連ガイド＞  

人間科学研究科の教育目標、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー · １  
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●履修方法（博士前期課程・博士後期課程） ·············· ７ 

●履修指針（博士前期課程・博士後期課程） ·············· ９  

●留意事項（博士前期課程・博士後期課程） ·············· 10 
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全学の大学院学生対象に開設開講する授業科目・教育プログラムの案内 ·· 23 
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研究指導・修士論文・博士論文に関すること ··············· 33 

 

 ＜修学・学生生活関連ガイド＞  

修学・学生生活等における諸事項 ···················· 36 

健康管理・学生相談 ·························· 46 

保険・リスク管理 ··························· 49 

資格・免許 ······························ 52 

人間科学研究科・人間科学部教員一覧 ·················· 58 

人間科学研究科・人間科学部講義室等配置図 ··············· 62 

 

以下の情報は人科ホームページに掲載していますので、必ず確認してください。 

授業料 

奨学金 

学部・研究科内の施設等 

人間科学研究科各室及び研究科附属未来共創センターの紹介 

就職 

 

人間科学研究科・人間科学部ホームページ 

https://www.hus.osaka-u.ac.jp  
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この学生便覧は、皆さんがこれから大阪大学で学び、学業を修めるために必要となる重要な情

報を掲載しています。また、学生生活を送るうえで必要となる手続きやルール、その他の案内事

項についても取りまとめています。内容をよく読み、大切に保管しておくようにしてください。 

なお、この学生便覧を冊子として配付するのは入学時のみとなります。在学中、学生便覧の内

容に変更が生じたときや更新が生じた場合には、ＫＯＡＮ掲示板や大阪大学人間科学研究科・人

間科学部のホームページに掲載しお知らせします。 

 

＜留意事項＞ 

●この学生便覧に掲載する情報の多くは、大阪大学、あるいは大阪大学人間科学研究科・人間
科学部が定める規程等に基づいています。代表的な規程について列挙します。 

 

 

  以下、上記規程集に掲載されています。 
 

○○大大阪阪大大学学学学部部学学則則   

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000001.html 

○○大大阪阪大大学学大大学学院院学学則則   

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000002.html 

○○大大阪阪大大学学学学位位規規程程   

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000093.html 

○○大大阪阪大大学学学学生生納納付付金金規規程程   

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000468.html 

○○大大阪阪大大学学人人間間科科学学部部規規程程   

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000156.html 

○○大大阪阪大大学学大大学学院院人人間間科科学学研研究究科科規規程程   

http://www.osaka-u.ac.jp/jp/about/kitei/reiki_honbun/u035RG00000157.html 

 
●この学生便覧に掲載する情報のうち、ホームページのＵＲＬを掲載しているものは、 
 当該ホームページにより詳細な情報が掲載されています。確認してください。 
 
●時間割表やシラバスは、人間科学研究科・人間科学部ホームページ／在学生の情報へ 
 https://www.hus.osaka-u.ac.jp  

  ＜＜大大阪阪大大学学ホホーームムペペーージジ／／大大阪阪大大学学規規程程集集＞＞  
        hhttttppss::////wwwwww..oossaakkaa--uu..aacc..jjpp//jjpp//aabboouutt//kkiitteeii//rreeiikkii__mmeennuu..hhttmmll  
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学学際際融融合合・・社社会会連連携携をを指指向向ししたた双双翼翼型型大大学学院院教教育育シシスステテムム

大大学学院院教教育育シシスステテムム構構築築のの背背景景とと目目的的

現代社会には、 に代表される様々な課題が数多く存在します。こうした複雑な社会

課題を解決するには、それぞれのコアとなる専門的知見に加えて、広い視野から課題を多角

的に捉え、多様なステークホルダーと柔軟に協働する力が求められます。

このような社会背景を踏まえて、大阪大学では、大学院での学びを皆さん自身がデザイン

することができる新しい大学院教育システム「学際融合・社会連携を指向した双翼型大学院

教育システム“ ”（以下「 」という。）」を推

進しています。

のの考考ええ方方

は、研究科・専攻等における専門分野の教育（「知の探究」型教育）に加え、専門

分野のコアの修得を前提として、新たに「知と知の融合」「社会と知の統合」の二つの方向に

教育を広げていく点が特徴です。

知の探究

知と知の融合

社会と知の統合

ここれれままででのの学学術術編編成成をを尊尊重重しし専専門門分分野野をを深深めめ、、専専門門家家をを育育成成すするる教教育育

従来の学術編成に基づいた研究科の専門分野における深い知識や高

い技術を保持する人材を育成する教育です。

いいくくつつかかのの異異ななるる学学問問・・研研究究分分野野かかららななるる複複合合領領域域をを学学修修すするる教教育育

異なる分野にも視野を向け知的地平を広げられる教育を指します。

新たな知識や技術の組み合わせを試みる創造的な活動を促進します。

社社会会課課題題にに対対すするる解解決決にに向向けけててのの実実践践的的なな取取りり組組みみをを通通じじてて学学修修すするる

教教育育

社会の様々なステークホルダーとともに解決すべき課題を発見して

解決方法を創造し、さらに社会に実装することができる能力を育成し

ます。授業の中で、社会課題の解決に実践的に取り組む機会を提供し、

異なる背景を持った人々と意思疎通を図る能力や社会を変えようとす

る過程で直面する困難を乗り越える力量を身につけます。授業によっ

ては、学外（社会、企業等）との接点を持った取組み等も含まれます。

教

育

課

程

・
履

修

関

連

ガ

イ

ド



                                                    

知知ののジジムムナナスステティィッッククススププロロググララムムととはは

この の考え方に基づき、「知と知の融合」「社会と知の統合」の二つの学際領

域に分類される高度教養教育の教育プログラムを総称して「知知ののジジムムナナスステティィッッククススププ

ロロググララムム」と呼び、専門分野の深化を目指す従来の大学院教育と併せて履修を推進して

います。

大阪大学で展開している教育プログラムについては以下の コードからご確認くだ

さい。

                                                   

                                           

 

学際融合・社会連携を指向した双翼型大学院教育システム
（Double Wing Academic Architecture）

詳細はこちら

専門性の
探究

学際融合の
推進

社会課題の
解決

専門分野の
コア

社会と知の統合知と知の融合
知の探究

知のジムナスティックス
プログラム

教育プログラム

令
和
８
年
度  

大
阪
大
学
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学
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科



令和 8年度（2026年度）入学者

大 阪 大 学 大 学 院
人 間 科 学 研 究 科
教育課程・履修関連ガイド
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博博士士前前期期課課程程  
  

大阪大学の教育目標のもと、人間科学研究科は１９７８年に博士前期課程及び博士後期課程の

大学院として発足して以来、人間と社会の現実を、行動学・社会学・人間学・教育学・共生学な

どのさまざまな学問分野の専門的知識（専門知）や、それらの研究方法を融合させて総合的にと

らえる統合知を育成しながら、日本及び国際社会に貢献する能力を養うことを目的としています。

その目的の実現のために、「学際性」、「実践性」、「国際性」の3つの理念を掲げ、高度な専門性に

基づいて、各理念に沿った能力を備えた人材の育成を目指します。 

 

○○最先端かつ⾼度な専門性と深い学識  

行動学系、社会学・人間学系、教育学系、共生学系のいずれかの学系に所属して、それぞれの

学系での最先端の知識を学ぶことを通じて高度な専門知を修得すると同時に、学系横断的な考え

方や着想力を養いながら、それぞれの専門分野の方法と成果を他の分野の知識と統合させた統合

知の習得を目指します。 

 

○○⾼度な教養  

 専門分野の知識や研究手法を学びつつ、4 学系横断の共通必修科目や他学系の科目を履修する

ことで、学際的視点から人間科学を実践するための高度な教養の育成を目指します。 

 

○○⾼度な国際性  

社会のグローバル化の趨勢から、国際的な考え方を持つ多様な人々とコミュニケーションでき

る能力やそれを裏付ける外国語能力の育成に取り組みます。 

 

○○⾼度なデザイン⼒  

実験・調査・フィールドワークの活動を通じて専門知の技法を洗練化・高度化しつつ、社会や

現場でのさまざまな研究課題における問題発見・解決力を育むための実践的な教育・研究に取り

組みます。 

 

○○独自の教育目標  

行動学・社会学・教育学・共生学などの多様な専門分野での実践の学びから専門知を育みつつ、

それらを学際的な視野からまとめる統合知の習得も目指します。また、専門知や統合知を学内外

や社会の現場との相互作用から生み出される共創知へとつなげるための実践力を養います。 

 

博⼠前期課程では、⾼度な専門性を持ちながら、⼈間科学における幅広い学際的視野からさま
ざまな課題に取り組める職業⼈の養成や、博⼠後期課程に進学し研究者となるための基礎の習得
を目指します。 

 

 

 

 教育目標                          博士前期課程 

人間科学研究科の教育目標、 
ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー 
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博博士士前前期期課課程程  
  

大阪大学の教育目標のもと、人間科学研究科は１９７８年に博士前期課程及び博士後期課程の

大学院として発足して以来、人間と社会の現実を、行動学・社会学・人間学・教育学・共生学な

どのさまざまな学問分野の専門的知識（専門知）や、それらの研究方法を融合させて総合的にと

らえる統合知を育成しながら、日本及び国際社会に貢献する能力を養うことを目的としています。

その目的の実現のために、「学際性」、「実践性」、「国際性」の3つの理念を掲げ、高度な専門性に

基づいて、各理念に沿った能力を備えた人材の育成を目指します。 

 

○○最先端かつ⾼度な専門性と深い学識  

行動学系、社会学・人間学系、教育学系、共生学系のいずれかの学系に所属して、それぞれの

学系での最先端の知識を学ぶことを通じて高度な専門知を修得すると同時に、学系横断的な考え

方や着想力を養いながら、それぞれの専門分野の方法と成果を他の分野の知識と統合させた統合

知の習得を目指します。 

 

○○⾼度な教養  

 専門分野の知識や研究手法を学びつつ、4 学系横断の共通必修科目や他学系の科目を履修する

ことで、学際的視点から人間科学を実践するための高度な教養の育成を目指します。 

 

○○⾼度な国際性  

社会のグローバル化の趨勢から、国際的な考え方を持つ多様な人々とコミュニケーションでき

る能力やそれを裏付ける外国語能力の育成に取り組みます。 

 

○○⾼度なデザイン⼒  

実験・調査・フィールドワークの活動を通じて専門知の技法を洗練化・高度化しつつ、社会や

現場でのさまざまな研究課題における問題発見・解決力を育むための実践的な教育・研究に取り

組みます。 

 

○○独自の教育目標  

行動学・社会学・教育学・共生学などの多様な専門分野での実践の学びから専門知を育みつつ、

それらを学際的な視野からまとめる統合知の習得も目指します。また、専門知や統合知を学内外

や社会の現場との相互作用から生み出される共創知へとつなげるための実践力を養います。 

 

博⼠前期課程では、⾼度な専門性を持ちながら、⼈間科学における幅広い学際的視野からさま
ざまな課題に取り組める職業⼈の養成や、博⼠後期課程に進学し研究者となるための基礎の習得
を目指します。 

 

 

 

 教育目標                          博士前期課程 

人間科学研究科の教育目標、 
ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー 令

和
８
年
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大阪大学のディプロマ・ポリシーのもと、⼈間科学研究科では、日本及び国際社会に貢献する
能⼒を養うため、学際性・実践性・国際性という３つの理念に即した、以下にあげるような能⼒
を修得した学生に修⼠（⼈間科学）を授与します。 

 
○○最先端かつ⾼度な専門性と深い学識 
・⾏動学系、社会学・⼈間学系、教育学系、共生学系のうち、所属する学系の専門分野における 

⾼度な知識を体系的に理解している。 
・⾃ら設定した研究課題についての専門的知識、及びそれを⼈間科学的手法により分析・考察で 

きる研究スキルを修得している。 
 
○○⾼度な教養 
・現代社会やそこに生きる⼈間におけるさまざまな課題に学際的視点から応えるために必要とな 

る⾼度で、かつ、幅広い教養を持っている。 
 
○○⾼度な国際性 
・日本及び国際社会に貢献するための学際的で幅広い知識や外国語⼒を⼗分に⾝につけている。 
・⾃⾝の研究で得た知⾒を日本及び世界に発信するためのプレゼンテーション能⼒やコミュニケ 

ーション能⼒を持っている。 
 
○○⾼度なデザイン⼒ 
・⾃らの研究課題を発⾒しながら、実験・調査・フィールドワークにおいて専門分野や関連分野 

のさまざまな専門的知識や研究手法を融合させつつ、その課題に取り組める研究展開⼒を持っ 
ている。 

・さまざまな専門的知識を持つ他者とコミュニケーションを取りながら、研究や課題解決を展開 
できる。 

 

⼈間科学研究科の博⼠前期課程では、これらの能⼒を有し、さらに適切な研究指導を受けなが
ら修⼠論⽂を完成させた学生に、⾼度な専門的知識や教養を備えつつ、学際的視点からさまざま
な社会や現場で活躍できる⼈材として学位を認定します。 

 

 

  

大阪大学のカリキュラム・ポリシーのもと、⼈間科学研究科は、現代という未曾有の転換期に
生きる、⼈間と⼈間が営む社会がかかえる諸問題を解決するために、グローバルな視点とローカ
ルな知を融合する研究と実践をおこなうカリキュラム構成になっています。 

 
○○教育課程編成の考え方 

「⼈間科学専攻」の下に設置された４つの学系（⾏動学系、社会学・⼈間学系、教育学系、共
生学系）における⾼度な専門的知識の獲得を促す科目を履修するとともに、学系横断的な知の獲
得が可能となるように共通科目群の履修を求めます。科学的・実験実証的・統計学的なアプロー
チの科目、⼈⽂科学・⽂献研究・質的研究を重視する科目、フィールドワーク科目、そして国際
コミュニケーション能⼒を育成する科目を提供することで、学際的・実践的・国際的な学びを可
能にするカリキュラムとしています。 

 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）       博士前期課程 

 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）      博士前期課程 

2

教

育

課

程

・
履

修

関

連

ガ

イ

ド



○○学修内容及び学修方法 
博⼠前期課程では以下に⽰す多様な講義・演習を履修しつつ、適切な研究指導を受けながら修

⼠論⽂を完成させます。 
学際的な考え方や⼈間科学的な視座を学ぶために、博⼠前期課程では、必修の基礎科目として

分野横断型科目を履修します。⾼度な専門的知識を習得するために、学系の下に設置された８つ
の大講座（⼈間⾏動学、⾏動生態学、社会環境学、基礎⼈間科学、臨床教育学、教育環境学、未
来共生学、グローバル共生学）における多彩な講義科目・演習科目を系統的に履修します。各学
系の全ての講義・演習は、大学院学生の所属学系・講座を問わず分野横断的に履修できます。さ
らに、⾼度なデザイン⼒や研究遂⾏⼒を学ぶために、少⼈数によるアクティブラーニングや⽂献
購読などの演習科目、教員からの対⾯指導等による特定研究科目によって課題発⾒やその解決に
向けた専門性の⾼い理論や研究手法・研究スキル等を実践的に習得します。 

大学院学生にふさわしい⾼度な教養や幅広い学問領域の素養を涵養するために、所属講座以外
の専門科目を履修します。また、⾼度な教養を養うために、⾼度副プログラムの科目や、異なる
考え方や⽂化を持つ他者との協働性の涵養を目指して未来共生リーディング大学院プログラムが
開発してきた科目の⼀部を共通科目として履修することができます。さらに、他研究科が提供す
る⾼度教養教育科目の履修ができます。 

⾼度な国際性の基盤となる外国語⼒を涵養するために、英語の⾔語科目や英語で⾏われる⼈間
科学英語コースの大学院学生向け科目を提供します。また、論理的⽂章作成⼒や外国語での論⽂
執筆⼒を習得するために英語での論⽂作成・研究発表の演習科目も履修できます。国際性をより
⾼めるために外国語で⾏われる共通科目の履修を通じて、外国語によるコミュニケーション⼒を
養います。 
 
○○学修成果の評価方法 

学修の成果は、講義や演習の科目では、それぞれの科目のシラバスに記載されている学習目標
の達成度について、成績評価の方法（試験や課題へのレポート等）を⽤いて評価します。実習・
フィールドワーク科目では、それぞれの科目での学習目標に関するレポートや研究発表等への成
績を基にして評価します。 
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博博士士後後期期課課程程  
  

  

大阪大学の教育目標のもと、人間科学研究科は１９７８年に博士前期課程及び博士後期課程の

大学院として発足して以来、人間と社会の現実を、行動学・社会学・人間学・教育学・共生学な

どのさまざまな学問分野の専門的知識（専門知）や、それらの研究方法を融合させて総合的にと

らえる統合知を育成しながら、日本及び国際社会に貢献する能力を養うことを目的としています。

その目的の実現のために、「学際性」、「実践性」、「国際性」の3つの理念を掲げ、高度な専門性に

基づいて、各理念に沿った能力を備えた人材の育成を目指します。 

 

○○最先端かつ⾼度な専門性と深い学識  

行動学系、社会学・人間学系、教育学系、共生学系のいずれかの学系に所属して、それぞれの

学系での最先端の知識の習得による高度な専門知を形成しつつ、専門分野の高度な知識・学識を

他の分野の知識と分野横断的に統合させた統合知の習得を目指します。 

 

○○⾼度な教養  

文系・理系という従来の専門分野の枠を超えて、人間科学の諸分野の知識や研究手法を学際的

に統合するための思考力や展開力を支える高度な教養の育成を目指します。 

 

○○⾼度な国際性  

 社会のグローバル化の趨勢から、国際的な考え方を持つ多様な人々とリーダーシップを取りな

がらコミュニケーションできる高度な能力の育成に取り組みます。 

 

○○⾼度なデザイン⼒  

 実験・調査・フィールドワークの実践的活動を通じて専門知の技法を洗練化・高度化しつつ、

学術や社会、現場でのさまざまな研究課題における問題発見力やその解決のための構想力の育成

を目指します。また、社会や現場でリーダーシップを発揮して、さまざまな人々と協働しながら

課題に取り組む展開力やその実践から生まれる共創知を養います。 

  

博士後期課程においては、複雑化し激動するグローバル社会の中でも、高度な専門知を備え、

かつ、統合知や共創知からさまざまな課題に取り組める専門家及び将来研究者を目指す人材を養

成します。 

 

 

 

大阪大学のディプロマ・ポリシーのもと、人間科学研究科では、日本及び国際社会に貢献する

能力を養うため、学際性・実践性・国際性という３つの理念に即した、以下にあげるような能力

を修得した学生に博士（人間科学）を授与します。 

 

○○最先端かつ⾼度な専門性と深い学識  

・所属する学系の専門分野における高度な知識を体系的に理解し、活用できる。 

・自ら設定した課題についての専門的知識、及びそれを人間科学的手法により分析・考察できる 

研究スキルを修得し、高度な研究ができる。 

 教育目標                          博士後期課程 

 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）            博士後期課程 
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○○⾼度な教養  

・現代社会やそこに生きる人間におけるさまざまな課題に学際的視点から応えるために必要とな 

る高度で、かつ、幅広い教養を持っている。 

 

○○⾼度な国際性  

・日本及び国際社会に貢献するための学際的で幅広い知識や外国語での表現力を十分に身につけ 

ている。 

・自身の研究で得た知見を日本及び世界に発信するためのプレゼンテーション能力、コミュニケ 

ーション能力を持っている。 

 

○○⾼度なデザイン⼒  

・自ら発見・設定した課題を実験・調査・フィールドワークなどを通じて研究・分析するために 

必要となる高度で、実践的な研究力を持ち、学術的な成果としてもまとめ上げる表現力を持っ 

ている。 

・さまざまな専門的知識を持つ他者とコミュニケーションを取りながら、研究や課題解決を高度 

に展開できる。 

 

人間科学研究科の博士後期課程では、これらの能力を有し、かつ適切な研究指導に基づいて博

士学位論文を完成させた学生に、高度な専門的知識に加えて、学際的かつ柔軟な視点を持ちつつ、

国際的にも活躍可能な専門研究者として学位を認定します。 

 

 

  

大阪大学のカリキュラム・ポリシーのもと、人間科学研究科は、現代という未曾有の転換期に

生きる人間と人間が営む社会がかかえる諸問題に科学的にアプローチするために、グローバルな

視点とローカルな知を融合するための研究と実践をおこなうカリキュラム構成になっています。 

 

○○教育課程編成の考え方 

学際的・国際的な研究力や課題解決のための実践力を育成するために、「人間科学専攻」の下に

設置された４つの学系（行動学系、社会学・人間学系、教育学系、共生学系）が提供する特別演

習・特別研究の履修を通じて、科学的・実験実証的・統計学的なアプローチ、人文科学・文献研

究・質的研究・フィールドワークの視座や考え方、そして国際コミュニケーションや国際比較の

手法を学修します。そして、適切な研究指導を受けながら、博士学位論文を完成させます。 

 

○○学修内容及び学修方法 

博士後期課程では博士学位論文の完成を目指して個々の研究課題に取り組むとともに、高度な

専門的知識を活用した研究活動を促進するために、そして、研究における高度なデザイン力や研

究遂行力を身に付けるために、教員からの個別指導等による特別研究を履修し、研究スキルや研

究手法、専攻する学問分野独自の理論や思考法などを身に付け、発展させます。 

課題発見やその解決のための研究力や実践力を育成するために、少人数による特別演習科目で

は、アクティブラーニングや演習形式によって専門性の高い知識・理論や研究手法を学びます。

高度な外国語能力や国際的視野を習得するために、特別演習では外国語で書かれた文献の講読・

輪読や文献紹介にも取り組みます。また、文献輪読や研究発表を通じて、高度なコミュニケーシ

ョン能力やプレゼンテーション能力を涵養します。 

 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）      博士後期課程  
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大学院学生にふさわしい高度な教養や幅広い学問領域の素養を涵養するために、高度副プログ

ラムの科目や未来共生リーディング大学院プログラムが開発してきた科目などの共通科目を受け

ることができます。また、他研究科が提供する高度教養教育科目の履修によって高度な教養を習

得することができます。 

 

○○学修成果の評価方法 

学修の成果は、特別演習において、シラバスに記載されている学習目標の達成度について、課

題・実習・フィールドワークへのレポートの成績を基にして評価します。特別研究は、博士学位

論文の完成のための研究指導であるため、論文作成上での諸活動での成果を基に評価します。 

6

教

育

課

程

・
履

修

関

連

ガ

イ

ド



 

 

博士前期課程の教育課程は大きく専門教育科目、高度国際性涵養教育科目と高度教養教育科目

に区分され、博士前期課程を修了するためには、この課程に２年以上在学（休学期間を除く）し、

大阪大学人間科学研究科規程で定める履修方法により必要な単位を修得し、かつ、必要な研究指

導を受けたうえ、修士論文の審査及び最終試験に合格しなければなりません。 

博士後期課程の教育課程は専門教育科目に区分され、博士後期課程を修了するためには、この

課程に３年以上在学（休学期間を除く）し、大阪大学人間科学研究科規程で定める履修方法によ

り必要な単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、博士論文の審査及び最終試験に合

格しなければなりません。 

上記の大阪大学人間科学研究科規程で定める履修方法については、次ページに記載のとおりです。 

 

（博士前期課程の履修イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※詳しくは、学生便覧ｐ８以降を確認してください。 
 
 
 
 
 
 

 令和８年度入学者の履修方法 

令和８年度入学者の修了に係る履修方法等 

⾼度国際性 
涵養教育科目 
（２単位） 

⾼度教養 
教育科目 

（２単位） 

専門教育科目 
（２２単位） 

自由選択枠※ 
（４単位以上） 

※「自由選択枠」とは︓ 
修了に必要な 30 単位以上を修得す
るために、「専門教育科目」22 単位、
「⾼度国際性涵養教育科目」2 単位
及び「⾼度教養教育科目」2 単位の
ほかに、これら３つの系科目に属す
る授業科目のうち、人間科学研究科
が指定する科目区分の授業科目か
ら修得する必要がある単位（4 単位
以上）。 

修了要件単位（３０単位以上） 
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 大阪大学人間科学研究科規程 別表１  

１１  博博士士前前期期課課程程  

区区 分分  

修修了了

要要件件

単単位位  

修修得得単単位位数数等等  

専 門 教 育 科 目

（別表 2 の１） 

必修 

科目 
１０ 

基礎科目の「人間科学学際研究特講」2 単位及び所属講座の授業

科目の中から特定研究８単位の計１０単位を修得すること。ただ

し、早期修了プログラム申請者は、共通科目「人間科学特定研究

（早期修了プログラム）」４単位を特定研究として修得すること。 

選択 

必修 
8 

所属講座の授業科目の中から特講又は特定演習８単位以上を修

得すること。 

選択 

科目 
４ 

所属講座の実習科目、所属講座以外の講座の授業科目若しくは共

通科目、他研究科の授業科目又はリーディングプログラムの授業

科目から 4 単位以上を修得すること。ただし、高度教養教育科

目又は高度国際性涵養教育科目を除く。 

高度国際性涵養教育科目 ２ 

次の授業科目のうちから２単位以上を修得すること。 

・本研究科が高度国際性涵養教育科目として開設する科目（別表

2 の２） 

・他研究科が高度国際性涵養教育科目として提供する科目で本研究

科が指定する科目 

・リーディングプログラム科目で本研究科が認める科目 

・大学院横断教育科目で本研究科が認める科目 

・国際交流科目で本研究科が認める科目 

高度教養教育科目 ２ 

次の授業科目のうちから２単位以上を修得すること。 

・本研究科が高度教養教育科目として開設する科目（別表 2 の３） 

・他研究科が高度教養教育科目として提供する科目で本研究科が指

定する科目 

・大学院横断教育科目で本研究科が認める科目 

・リーディングプログラム科目で本研究科が認める科目 

合計 ３０ 
別に定める履修指針に従い、上記の要件をすべて満たしたうえ

で、合計 30 単位以上を修得しなればならない。 

 

（履修上の注意） 

修了に必要な 30 単位以上を修得するために、「専門教育科目」22 単位、「高度国際性涵養教育科目」2 単

位、「高度教養教育科目」2 単位の合計 26 単位の他に、これら３つの科目区分に属する授業科目のうち、人

間科学研究科が指定する授業科目から『『自自由由選選択択枠枠』』
．．．．．．．

のの単単位位ととししてて 44 単単位位以以上上をを修修得得ししななけけれればばななりりまませせんん。  

  

２２  博博士士後後期期課課程程  

区区分分  

修修了了

要要件件

単単位位  

修修得得単単位位数数等等  

専 門 教 育 科 目

（ 別 表 3 ）  

選択 

必修 

科目 

8 

所属講座の授業科目の中から特別研究 4単位以上を修得するこ

と。 

所属講座の授業科目の中から特別演習等 4単位以上を修得する

こと。 

選択 

科目 
４ 

本研究科若しくは他研究科の後期課程の授業科目、大学院横断

教育科目、リーディングプログラム科目又は国際交流科目の大

学院学生対象授業科目の中から 4 単位以上を修得すること。 

合 計 １２ 
別に定める履修指針に従い、上記の要件をすべて満たしたうえ

で、合計 12 単位以上を修得しなればならない。 

 

8

教

育

課

程

・
履

修

関

連

ガ

イ

ド



ⅠⅠ．．専専門門教教育育科科目目（（２２２２単単位位以以上上））  

 A．必修科目（１０単位） 

  別表２の１に定める基礎科目の「人間科学学際研究特講」２単位及び所属講座の授業科目の

中から特定研究注を８単位の計１０単位を修得すること。なお、必修科目から１０単位を超え

て修得した単位は、自由選択枠の単位として修了に必要な単位数に算入することはできない。 

注）毎年次・毎学期に指導教員が担当する特定研究を履修し、８単位を修得すること。 

    早期修了プログラム申請者は、所属講座の特定研究４単位に加えて、共通科目「人間

科学特定研究（早期修了プログラム）」４単位を１年で修得すること。 

 

 B．選択必修科目（８単位以上） 

別表２の１に定める所属講座の授業科目の中から特講注１又は特定演習注２を８単位以上修

得すること。なお、選択必修科目から８単位を超えて修得した単位は、自由選択枠の単位（４

単位以上）として修了に必要な単位数に算入することができる。 

   

  注１）「教育分野に関する理論と支援の展開」で修得した単位は、「特講」の単位として取

り扱います。 

  注２）「犯罪心理学（司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開）」、「臨床心理査定演習Ⅰ

（心理的アセスメントに関する理論と実践）」及び「臨床心理査定演習Ⅱ」で修得

した単位は、「特定演習」の単位として取り扱います。 

 

 Ｃ．選択科目（4 単位以上） 

  別表２の１に定める所属講座の実習科目、所属講座以外の講座の授業科目若しくは共通科

目、他研究科の授業科目又はリーディングプログラムの授業科目から４単位以上を修得する

こと。ただし、高度教養教育科目又は、高度国際性涵養教育科目を除く。 

なお、選択科目から４単位を超えて修得した単位は、自由選択枠の単位（４単位以上）と

して修了に必要な単位数に算入することができる。 

 

ⅡⅡ．．高高度度国国際際性性涵涵養養教教育育科科目目（（２２単単位位以以上上））  

  人間科学研究科が高度国際性涵養教育科目として開設する「英語による国際コミュニケーシ

ョンⅠ、Ⅱ（各２単位）」のいずれかから２単位を修得すること。ただし、英語を母語とする留

学生や社会人学生で履修が困難など特段の事情がある場合には、指導教員の指導により「英語

による国際コミュニケーションⅠ、Ⅱ」以外の高度国際性涵養教育科目の履修を認める。  

 なお、高度国際性涵養教育科目とは次に示す科目である。 

 

 人間科学研究科が高度国際性涵養教育科目として開設する科目（別表２の２） 

 他研究科が高度国際性涵養教育科目として提供する科目で人間科学研究科が指定する科目（※） 

 リーディングプログラム科目で人間科学研究科が認める科目（※） 

 国際交流科目で人間科学研究科が認める科目（※） 

 大学院横断教育科目で人間科学研究科が認める科目（※） 

※毎年４月初旬と９月初旬に教務係より KOAN 掲示にて通知します。 

 

また、上記の高度国際性涵養教育科目から２単位を超えて修得した単位は、自由選択枠の単

位として修了に必要な単位数に算入することができる。 

 令和８年度入学者に対する履修指針（博士前期課程） 
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ⅢⅢ．．高高度度教教養養教教育育科科目目（（２２単単位位以以上上））  

 次に示す高度教養教育科目から２単位以上を修得すること。なお、高度教養教育科目から２

単位を超えて修得した単位は、自由選択枠の単位（４単位以上）として修了に必要な単位数に

算入することができる。 

 

 人間科学研究科が高度教養教育科目として開設する科目（別表２の３） 

 他研究科が高度教養教育科目として提供する科目で人間科学研究科が指定する科目（※） 

 大学院横断教育科目で人間科学研究科が認める科目（※） 

 リーディングプログラム科目で人間科学研究科が認める科目（※） 

※毎年４月初旬と９月初旬に教務係より KOAN 掲示にて通知します。 

 

ⅠⅠ．．専専門門教教育育科科目目（（１１２２単単位位以以上上）） 

 Ａ．選択必修科目（８単位以上） 

  ●別表 3 に定める所属講座の授業科目の中から特別研究を４単位以上修得すること。 

  ●別表 3 に定める所属講座の授業科目の中から特別演習等を４単位以上修得すること。 

 

 Ｂ．選択科目（４単位以上） 

  別表 3 に定める所属講座又は所属講座以外の講座の授業科目、共通科目若しくは他研究科

の後期課程の授業科目、大学院横断教育科目、リーディングプログラム科目注又は国際交流

科目の大学院学生対象授業科目の中から４単位以上を修得すること。 

注）「人間科学未来共生博士教育プログラム」の授業科目のうち、「未来共生ワークショップ

特別演習」及び「未来共生リーディング特別演習」に限る。  

  

ⅡⅡ．．高高度度教教養養教教育育科科目目とと高高度度国国際際性性涵涵養養教教育育科科目目    

 修了に必要な単位数に算入することはできないが、博士後期課程の学生向けに開講する高度

教養教育科目や高度国際性涵養教育科目を任意に履修することを推奨する。 

  

  

履修方法等に関連する留意事項は下記のとおりです。 

  

（（１１））人人間間科科学学部部のの授授業業科科目目のの履履修修（（博博士士前前期期課課程程ののみみ））  

  人間科学部の授業科目を履修して修得した単位は、4 単位を上限として、専門教育科目/

選択科目の単位に充当することができる。なお、専門教育科目/選択科目の単位への算入を

希望する者は、教務係より９月初旬に KOAN 掲示にて指示する方法に従い、指導教員の許

可を得た上で期日までに所定の手続きを行わなければならない。 

 

（（２２））他他研研究究科科のの授授業業科科目目のの履履修修（（博博士士前前期期課課程程ののみみ））  

  他研究科科目を履修し修得した単位を修了に必要な単位に算入することを希望する者は、

教務係より９月初旬に KOAN 掲示にて指示する方法に従い、指導教員の許可を得た上で期

日までに所定の手続きを行わなければならない。 

 

 令和８年度入学者に対する履修指針（博士後期課程） 

 留意事項（博士前期課程・博士後期課程） 
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  注）他研究科が高度教養教育科目又は高度国際性涵養教育科目として提供する授業科目以

外の授業科目のみ対象。専門教育科目の選択科目の単位に充当。 

  

（（３３））「「心心理理実実践践実実習習」」ににつついいてて（（博博士士前前期期課課程程ののみみ））  

特別科目「心理実践実習Ⅰ～Ⅳ」は、修了に必要な単位に算入することはできない。 

 

（（４４））他他研研究究科科のの後後期期課課程程のの授授業業科科目目のの履履修修（（博博士士後後期期課課程程ののみみ））  

  他研究科の博士後期課程の授業科目を履修し修得した単位は、専門教育科目の選択科目の

単位に充当することができる。なお、専門教育科目の選択科目の単位への算入を希望する者

は、教務係より９月初旬に KOAN 掲示にて指示する方法に従い、指導教員の許可を得た上

で期日までに所定の手続きを行わなければならない。 

 

（（５５））同同一一授授業業科科目目のの履履修修ににつついいてて  

  指導教員が担当する特定研究（博士前期課程のみ）・特別研究（博士後期課程のみ）を除く

授業科目のうち、既に単位を修得した科目の再履修は認められない。ただし、人間科学研究

科が開講する授業科目で、授業担当教員が認めるときに限り、再履修を認める。 

 

（（６６））外外国国のの大大学学にに留留学学中中にに修修得得ししたた単単位位ににつついいてて（（博博士士前前期期課課程程・・博博士士後後期期課課程程共共通通））  

  本学（人間科学研究科）と大学間（部局間）学生交流協定を締結している外国の大学に留

学し、当該大学で単位を修得した場合、所定の手続のうえ、修了に必要な単位として認定す

ることができる。（休学期間中に協定校以外の海外の大学で修得した科目の単位についても、

上記と同様に認定が可能） 

 

（（７７））未未来来共共創創セセンンタターーににおおけけるる実実践践型型学学修修活活動動のの単単位位認認定定ににつついいてて（（博博士士前前期期課課程程・・博博士士後後

期期課課程程共共通通））  

  未来共創センターにおける実践型の諸活動に学生が主体的に関わり、その学修活動の成果

等に対して単位認定を申請する場合は、所定の申請様式を同センターに提出すること。 

  なお、単位認定は、教務委員会で審査するとともに、認められた場合は次の科目として認

定する。 

  博士前期課程：共通科目「総合人間科学実習Ⅰ」（２単位） 

「総合人間科学実習Ⅱ」（２単位） 

  博士後期課程：共通科目「総合人間科学特別実習Ⅰ」（２単位） 

「総合人間科学特別実習Ⅱ」（２単位） 

 

（（８８））メメデディィアア授授業業科科目目ににつついいてて（（博博士士前前期期課課程程・・博博士士後後期期課課程程共共通通））  

  メディア授業とは、対面授業の授業科目の一部として、いわゆる同時性又は即応性を持っ

て双方向性（対話性）を有し、対面授業に相当する教育効果を有すると認められるメディア

授業が全開講回数の半数以上となる授業科目を「メディア授業科目」としています。本研究

科の授業でもメディア授業として提供されるものがありますのでシラバスを確認してくだ

さい。 
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 大阪大学人間科学研究科規程 別表２（前期課程授業科目表）  
人人間間科科学学専専攻攻  

別別表表２２のの１１  専専門門教教育育科科目目  

区分 授業科目名 単位数 備考 

基礎科目 人間科学学際研究特講 2  

人間行動学講座 

基礎心理学特講Ⅰ 2  

基礎心理学特定演習Ⅰ 2  

基礎心理学特定演習Ⅱ 2  

基礎心理学特定研究Ⅰ 2  

基礎心理学特定研究Ⅱ 2  

応用認知心理学特講Ⅰ 2  

応用認知心理学特定演習Ⅰ 2  

応用認知心理学特定演習Ⅱ 2  

応用認知心理学特定研究Ⅰ 2  

応用認知心理学特定研究Ⅱ 2  

社会心理学特講Ⅰ 2  

社会心理学特講Ⅱ ２  

社会心理学特定演習Ⅰ 2  

社会心理学特定演習Ⅱ 2  

社会心理学特定研究Ⅰ 2  

社会心理学特定研究Ⅱ 2  

臨床死生学・老年行動学特講Ⅰ 
（福祉分野に関する理論と支援の展開） 

2  

臨床死生学・老年行動学特講Ⅱ 2  

臨床死生学・老年行動学特定演習Ⅰ 2  

臨床死生学・老年行動学特定演習Ⅱ 2  

臨床死生学・老年行動学特定研究Ⅰ 2  

臨床死生学・老年行動学特定研究Ⅱ 2  

環境行動学特講Ⅰ 2  

環境行動学特定演習Ⅰ 2  

環境行動学特定演習Ⅱ 2  

環境行動学特定研究Ⅰ 2  

環境行動学特定研究Ⅱ 2  

安全行動学特講Ⅰ 
（産業・労働分野に関する理論と支援の展開） 

2  

安全行動学特定演習Ⅰ 2  

安全行動学特定演習Ⅱ 2  

安全行動学特定研究Ⅰ 2  

安全行動学特定研究Ⅱ 2  

人間行動学フィールドワーク実習Ⅰ 2  

人間行動学フィールドワーク実習Ⅱ 2  

人間行動学方法実習Ⅰ 2  

人間行動学方法実習Ⅱ 2  

行動生態学講座 

比較発達心理学特講 
（心理的アセスメントに関する理論と実践） 

2  

比較発達心理学特定演習Ⅰ 2  

比較発達心理学特定演習Ⅱ 2  

比較発達心理学特定研究Ⅰ 2  

比較発達心理学特定研究Ⅱ 2  

 令和８年度入学者の人間科学研究科教育課程表（授業科目一覧表） 
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区分 授業科目名 単位数 備考 

行動生態学講座 

行動生理学特講Ⅰ 2  

行動生理学特講Ⅱ 2  

行動生理学特定演習Ⅰ 2  

行動生理学特定演習Ⅱ 2  

行動生理学特定研究Ⅰ 2  

行動生理学特定研究Ⅱ 2  

行動統計科学特講Ⅰ 2  

行動統計科学特定演習Ⅰ 2  

行動統計科学特定演習Ⅱ 2  

行動統計科学特定研究Ⅰ 2  

行動統計科学特定研究Ⅱ 2  

生物人類学特講Ⅰ 2  

生物人類学特定演習Ⅰ 2  

生物人類学特定演習Ⅱ 2  

生物人類学特定研究Ⅰ 2  

生物人類学特定研究Ⅱ 2  

比較行動学特講Ⅰ 2  

比較行動学特定演習Ⅰ 2  

比較行動学特定演習Ⅱ 2  

比較行動学特定研究Ⅰ 2  

比較行動学特定研究Ⅱ 2  

行動生態学フィールドワーク実習Ⅰ 2  

行動生態学フィールドワーク実習Ⅱ 2  

行動生態学方法実習Ⅰ 2  

行動生態学方法実習Ⅱ 2  

認知行動工学特講 
（産業・労働分野に関する理論と支援の展開） 

2  

認知行動工学特定演習Ⅰ 2  

認知行動工学特定演習Ⅱ 
（心の健康教育に関する理論と実践） 

2  

認知行動工学特定研究Ⅰ 2  

認知行動工学特定研究Ⅱ ２  

社会環境学講座 

社会理論特講 2  

現代社会学特講 2  

科学社会学特講 2  

現代社会と社会理論特定演習Ⅰ 2  

現代社会と社会理論特定演習Ⅱ 2  

現代社会と社会理論特定研究Ⅰ 2  

現代社会と社会理論特定研究Ⅱ 2  

計量社会学特講 2  

社会データ科学特講 2  

社会調査特定演習Ⅰ 2  

社会調査特定演習Ⅱ 2  

経験社会学特定研究Ⅰ 2  

経験社会学特定研究Ⅱ 2  

社会統計専門特定演習 2  

社会統計方法特定演習 2  

社会調査方法特定演習 2  

福祉理論特講 ２  

人権と社会特講 ２  
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区分 授業科目名 単位数 備考 

社会環境学講座 

地域・都市社会学特講 ２  

家族社会学特講 ２  

公共社会学特定演習Ⅰ ２  

公共社会学特定演習Ⅱ ２  

公共社会学特定研究Ⅰ ２  

公共社会学特定研究Ⅱ ２  

社会環境学フィールドワーク実習Ⅰ 2  

社会環境学フィールドワーク実習Ⅱ 2  

社会環境学方法実習Ⅰ 2  

社会環境学方法実習Ⅱ 2  

基礎人間科学講座 

人間科学基礎理論特講 2  

科学哲学・分析哲学特講 2  

科学哲学・分析哲学特定演習Ⅰ 2  

科学哲学・分析哲学特定演習Ⅱ 2  

科学哲学・分析哲学特定研究Ⅰ 2  

科学哲学・分析哲学特定研究Ⅱ 2  

認識論・形而上学特講 2  

哲学と質的研究特講 2  

哲学的人間学特講 2  

哲学と質的研究特定演習Ⅰ 2  

哲学と質的研究特定演習Ⅱ 2  

哲学と質的研究特定研究Ⅰ 2  

哲学と質的研究特定研究Ⅱ 2  

現象学的な質的研究特講 2  

比較文明学特講 2  

比較思想史特講 2  

比較文明学特定演習Ⅰ 2  

比較文明学特定演習Ⅱ 2  

比較文明学特定研究Ⅰ 2  

比較文明学特定研究Ⅱ 2  

人類学理論特講 2  

グローバル化と文化特講 2  

グローバル化と文化特講Ⅱ 2  

人類学特定演習Ⅰ 2  

人類学特定演習Ⅱ 2  

人類学特定演習Ⅲ 2  

人類学特定研究Ⅰ 2  

人類学特定研究Ⅱ 2  

応用人類学特講 2  

科学技術と文化特定演習Ⅰ 2  

科学技術と文化特定演習Ⅱ 2  

科学技術と文化特定研究Ⅰ 2  

科学技術と文化特定研究Ⅱ 2  

基礎人間科学フィールドワーク実習Ⅰ 2  

基礎人間科学フィールドワーク実習Ⅱ 2  

基礎人間科学方法実習Ⅰ 2  

基礎人間科学方法実習Ⅱ 2  

臨床教育学講座 
教育人間学特講 2  

外国教育史特講 2  
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区分 授業科目名 単位数 備考 

臨床教育学講座 

教育哲学特講 2  

教育思想史特講 2  

教育人間学特定演習Ⅰ 2  

教育人間学特定演習Ⅱ 2  

教育人間学特定研究Ⅰ ２  

教育人間学特定研究Ⅱ ２  

人間変容論特定演習Ⅰ ２  

人間変容論特定演習Ⅱ ２  

人間変容論特定研究Ⅰ ２  

人間変容論特定研究Ⅱ ２  

教育工学特講Ⅰ 2  

教育工学特講Ⅱ 2  

教育工学特定演習Ⅰ 2  

教育工学特定演習Ⅱ 2  

教育工学特定研究Ⅰ 2  

教育工学特定研究Ⅱ 2  

教育分野に関する理論と支援の展開 2 注１ 

人格心理学特講 2  

犯罪心理学 
（司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開） 

2 注２ 

教育心理学特定演習Ⅱ 2  

教育心理学特定研究Ⅰ 2  

教育心理学特定研究Ⅱ 2  

臨床心理学特講Ⅰ 2  

臨床心理学特講Ⅱ 2  

臨床心理面接特講Ⅰ 
（心理支援に関する理論と実践） 

2  

臨床心理面接特講Ⅱ 2  

心理支援法特講 
（心理支援に関する理論と実践） 

2  

心理療法特講 2  

障がい児(者)心理学特講Ⅰ 2  

障がい児(者)心理学特講Ⅱ 2  

臨床心理学研究法特講 2  

臨床心理査定演習Ⅰ 
（心理的アセスメントに関する理論と実践） 

2 注２ 

臨床心理査定演習Ⅱ 2 注２ 

臨床心理基礎実習Ⅰ 2  

臨床心理基礎実習Ⅱ 2  

臨床心理実習Ⅰ 2  

臨床心理実習Ⅱ 2  

臨床心理実習Ⅲ ２  

臨床心理実習Ⅳ ２  

臨床心理学特定研究Ⅰ 2  

臨床心理学特定研究Ⅱ 2  

認知臨床心理学特定研究Ⅰ 2  

認知臨床心理学特定研究Ⅱ 2  

臨床教育学フィールドワーク実習Ⅰ 2  

臨床教育学フィールドワーク実習Ⅱ 2  

臨床教育学方法実習Ⅰ 2  

臨床教育学方法実習Ⅱ 2  
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区分 授業科目名 単位数 備考 

臨床教育学講座 
精神医学特講 
（保健医療分野に関する理論と支援の展開） 

２  

教育環境学講座 

教育社会学特講 2  

教育関係論特講 2  

教育社会学特定演習Ⅰ 2  

教育社会学特定演習Ⅱ 2  

教育社会学特定研究Ⅰ 2  

教育社会学特定研究Ⅱ 2  

教育制度学特講 2  

教育法学特講 2  

日本教育史特講 2  

教育制度学特定演習Ⅰ 2  

教育制度学特定演習Ⅱ 2  

教育制度学特定研究Ⅰ 2  

教育制度学特定研究Ⅱ 2  

生涯教育学特講 2  

生涯教育学特定演習Ⅰ 2  

生涯教育学特定演習Ⅱ 2  

生涯教育学特定研究Ⅰ 2  

生涯教育学特定研究Ⅱ 2  

教育文化学特講 2  

コミュニティ教育学特講 2  

教育文化学特定演習Ⅰ 2  

教育文化学特定演習Ⅱ 2  

教育文化学特定研究Ⅰ 2  

教育文化学特定研究Ⅱ 2  

教育環境学フィールドワーク実習Ⅰ 2  

教育環境学フィールドワーク実習Ⅱ 2  

教育環境学方法実習Ⅰ 2  

教育環境学方法実習Ⅱ 2  

コミュニティ学講座 

福祉と人間学特講Ⅰ 2  

福祉と人間学特講Ⅱ 2  

福祉と人間学特定演習Ⅰ 2  

福祉と人間学特定演習Ⅱ 2  

福祉と人間学特定研究Ⅰ 2  

福祉と人間学特定研究Ⅱ 2  

地域共生学特講Ⅰ（家族関係・集団・地域社会
における心理支援に関する理論と実践） 

2  

地域共生学特講Ⅱ(地域コミュニティにおける
利他・共助に関する理論と実践) 

2  

地域共生学特定演習Ⅰ 2  

地域共生学特定演習Ⅱ 2  

地域共生学特定研究Ⅰ 2  

地域共生学特定研究Ⅱ 2  

コミュニティ学フィールドワーク実習Ⅰ 2  

コミュニティ学フィールドワーク実習Ⅱ 2  

コミュニティ学方法実習Ⅰ 2  

コミュニティ学方法実習Ⅱ 2  

コミュニティ学特講 2  

福祉と人間学特講Ⅰ（DE＆Iデザイン） 2  
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区分 授業科目名 単位数 備考 

グローバル学講座 

国際協力学特講Ⅰ 2  

国際協力学特講Ⅱ 2  

国際協力学特定演習Ⅰ 2  

国際協力学特定演習Ⅱ 2  

国際協力学特定研究Ⅰ 2  

国際協力学特定研究Ⅱ 2  

環境共生学特講Ⅰ 2  

環境共生学特講Ⅱ 2  

環境共生学特定演習Ⅰ 2  

環境共生学特定演習Ⅱ 2  

環境共生学特定研究Ⅰ 2  

環境共生学特定研究Ⅱ 2  

グローバル学フィールドワーク実習Ⅰ 2  

グローバル学フィールドワーク実習Ⅱ 2  

グローバル学方法実習Ⅰ 2  

グローバル学方法実習Ⅱ 2  

グローバル学特講 2  

共
通
科
目 

コンフリクトの人文学 
コンフリクトの人文学特講Ⅰ 2  

コンフリクトの人文学特講Ⅱ 2  

高度副プログラム 

高等教育論特講Ⅰ 2  

高等教育論特講Ⅱ 2  

高等教育政策論特講 ２  

大学マネジメント論特講Ⅰ 2  

大学マネジメント論特講Ⅱ 2  

社会調査法共通教育 
フィールド調査法特講 2  

エスノグラフィの分析と執筆 2  

キャリアデザイン キャリアデザイン特講 2  

学系横断 
未来共創フィールドスタディⅠ 1  

未来共創フィールドスタディⅡ 1  

早期修了プログラム 人間科学特定研究（早期修了プログラム） ４  

特
別
科
目 

公認心理師 

心理実践実習Ⅰ 3  

心理実践実習Ⅱ 3  

心理実践実習Ⅲ 3  

心理実践実習Ⅳ 3  

（注１）「教育分野に関する理論と支援の展開」で修得した単位は、「特講」の単位として取り扱います。 

（注２）「犯罪心理学（司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開）」、「臨床心理査定演習Ⅰ」及び「臨床心

理査定演習Ⅱ」で修得した単位は、「特定演習」の単位として取り扱います。   
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別別表表２２のの２２  高高度度国国際際性性涵涵養養教教育育科科目目      

区分 授業科目名 単位数 備考 

共
通
科
目 

言語 
英語による国際コミュニケーションⅠ 2  

英語による国際コミュニケーションⅡ 2  

学系横断 

人間科学国際特講Ⅰ 2  

人間科学国際特講Ⅱ 2  

人間科学国際特講Ⅲ 2  

人間科学国際特講Ⅳ 2  

人間科学国際特講Ⅴ 2  

人間科学国際特講Ⅵ 2  

English Academic Writing 2  

International Course on Interdisciplinary 
Human Science 

1  

人間科学未来共生 

未来共生英語特定演習Ⅰ 1  

未来共生英語特定演習Ⅱ 1  

未来共生多言語特定演習 1  

Academic Reading 2  

 

別別表表２２のの３３  高高度度教教養養教教育育科科目目      

区分 授業科目名 単位数 備考 

共
通
科
目 

インターンシップ 
インターンシップ等A 2  

インターンシップ等B 2  

学系横断 
総合人間科学実習Ⅰ ２  

総合人間科学実習Ⅱ ２  

人間科学未来共生 

マイノリティと共生 2  

コミュニティ・ラーニング特定演習 2  

公共サービス・ラーニング特定演習 2  

プロジェクト・ラーニング特定演習 2  

人文社会科学系オナー
大学院プログラム 

社学共創フィールド実習 ２  

統計解析の理論と実践 2  
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 大阪大学人間科学研究科規程 別表３（後期課程授業科目表）  
人人間間科科学学専専攻攻  

区分 授業科目名 単位数 備考 

専
門
教
育
科
目 

人間行動学講座 

基礎心理学特別演習Ⅰ 2  

基礎心理学特別演習Ⅱ 2  

基礎心理学特別研究Ⅰ 2  

基礎心理学特別研究Ⅱ 2  

応用認知心理学特別演習Ⅰ 2  

応用認知心理学特別演習Ⅱ 2  

応用認知心理学特別研究Ⅰ 2  

応用認知心理学特別研究Ⅱ 2  

社会心理学特別演習Ⅰ 2  

社会心理学特別演習Ⅱ 2  

社会心理学特別研究Ⅰ 2  

社会心理学特別研究Ⅱ 2  

臨床死生学・老年行動学特別演習Ⅰ 2  

臨床死生学・老年行動学特別演習Ⅱ 2  

臨床死生学・老年行動学特別研究Ⅰ 2  

臨床死生学・老年行動学特別研究Ⅱ 2  

環境行動学特別演習Ⅰ 2  

環境行動学特別演習Ⅱ 2  

環境行動学特別研究Ⅰ 2  

環境行動学特別研究Ⅱ 2  

安全行動学特別演習Ⅰ 2  

安全行動学特別演習Ⅱ 2  

安全行動学特別研究Ⅰ 2  

安全行動学特別研究Ⅱ 2  

人間行動学フィールドワーク特別実習Ⅰ 2  

人間行動学フィールドワーク特別実習Ⅱ 2  

行動生態学講座 

比較発達心理学特別演習Ⅰ 2  

比較発達心理学特別演習Ⅱ 2  

比較発達心理学特別研究Ⅰ 2  

比較発達心理学特別研究Ⅱ 2  

行動生理学特別演習Ⅰ 2  

行動生理学特別演習Ⅱ 2  

行動生理学特別研究Ⅰ 2  

行動生理学特別研究Ⅱ 2  

行動統計科学特別演習Ⅰ 2  

行動統計科学特別演習Ⅱ 2  

行動統計科学特別研究Ⅰ 2  

行動統計科学特別研究Ⅱ 2  

生物人類学特別演習Ⅰ 2  

生物人類学特別演習Ⅱ 2  

生物人類学特別研究Ⅰ 2  

 令和８年度入学者の人間科学研究科教育課程表（授業科目一覧表） 
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区分 授業科目名 単位数 備考 

専
門
教
育
科
目 

行動生態学講座 

生物人類学特別研究Ⅱ 2  

比較行動学特別演習Ⅰ 2  

比較行動学特別演習Ⅱ 2  

比較行動学特別研究Ⅰ 2  

比較行動学特別研究Ⅱ 2  

認知行動工学特別演習Ⅰ 2  

認知行動工学特別演習Ⅱ 2  

認知行動工学特別研究Ⅰ 2  

認知行動工学特別研究Ⅱ 2  

行動生態学フィールドワーク特別実習Ⅰ 2  

行動生態学フィールドワーク特別実習Ⅱ 2  

社会環境学講座 

現代社会と社会理論特別演習Ⅰ 2  

現代社会と社会理論特別演習Ⅱ 2  

現代社会と社会理論特別研究Ⅰ 2  

現代社会と社会理論特別研究Ⅱ 2  

経験社会学特別研究Ⅰ 2  

経験社会学特別研究Ⅱ 2  

社会調査特別演習Ⅰ 2  

社会調査特別演習Ⅱ 2  

公共社会学特別演習Ⅰ 2  

公共社会学特別演習Ⅱ 2  

公共社会学特別研究Ⅰ 2  

公共社会学特別研究Ⅱ 2  

社会環境学フィールドワーク特別実習Ⅰ 2  

社会環境学フィールドワーク特別実習Ⅱ 2  

基礎人間科学講座 

科学哲学・分析哲学特別演習Ⅰ 2  

科学哲学・分析哲学特別演習Ⅱ 2  

科学哲学・分析哲学特別研究Ⅰ 2  

科学哲学・分析哲学特別研究Ⅱ 2  

哲学と質的研究特別演習Ⅰ 2  

哲学と質的研究特別演習Ⅱ 2  

哲学と質的研究特別研究Ⅰ 2  

哲学と質的研究特別研究Ⅱ 2  

比較文明学特別演習Ⅰ 2  

比較文明学特別演習Ⅱ 2  

比較文明学特別研究Ⅰ 2  

比較文明学特別研究Ⅱ 2  

人類学特別演習Ⅰ 2  

人類学特別演習Ⅱ 2  

人類学特別演習Ⅲ 2  

人類学特別研究Ⅰ 2  

人類学特別研究Ⅱ 2  

科学技術と文化特別演習Ⅰ 2  

科学技術と文化特別演習Ⅱ 2  

科学技術と文化特別研究Ⅰ 2  
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区分 授業科目名 単位数 備考 

専
門
教
育
科
目 

基礎人間科学講座 

科学技術と文化特別研究Ⅱ 2  

基礎人間科学フィールドワーク特別実習Ⅰ 2  

基礎人間科学フィールドワーク特別実習Ⅱ 2  

臨床教育学講座 

教育人間学特別演習Ⅰ 2  

教育人間学特別演習Ⅱ 2  

教育人間学特別研究Ⅰ 2  

教育人間学特別研究Ⅱ 2  

人間変容論特別演習Ⅰ ２  

人間変容論特別演習Ⅱ ２  

人間変容論特別研究Ⅰ ２  

人間変容論特別研究Ⅱ ２  

教育工学特別演習Ⅰ 2  

教育工学特別演習Ⅱ 2  

教育工学特別研究Ⅰ 2  

教育工学特別研究Ⅱ 2  

教育心理学特別演習Ⅰ 2  

教育心理学特別演習Ⅱ 2  

教育心理学特別研究Ⅰ 2  

教育心理学特別研究Ⅱ 2  

臨床心理学特別演習Ⅰ 2  

臨床心理学特別演習Ⅱ 2  

臨床心理学特別研究Ⅰ 2  

臨床心理学特別研究Ⅱ 2  

認知臨床心理学特別研究Ⅰ 2  

認知臨床心理学特別研究Ⅱ 2  

臨床教育学フィールドワーク特別実習Ⅰ 2  

臨床教育学フィールドワーク特別実習Ⅱ 2  

教育環境学講座 

教育社会学特別演習Ⅰ 2  

教育社会学特別演習Ⅱ 2  

教育社会学特別研究Ⅰ 2  

教育社会学特別研究Ⅱ 2  

教育制度学特別演習Ⅰ 2  

教育制度学特別演習Ⅱ 2  

教育制度学特別研究Ⅰ 2  

教育制度学特別研究Ⅱ 2  

生涯教育学特別演習Ⅰ 2  

生涯教育学特別演習Ⅱ 2  

生涯教育学特別研究Ⅰ 2  

生涯教育学特別研究Ⅱ 2  

教育文化学特別演習Ⅰ 2  

教育文化学特別演習Ⅱ 2  

教育文化学特別研究Ⅰ 2  

教育文化学特別研究Ⅱ 2  

教育環境学フィールドワーク特別実習Ⅰ 2  

教育環境学フィールドワーク特別実習Ⅱ 2  
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区分 授業科目名 単位数 備考 

専
門
教
育
科
目 

コミュニティ学講座 

福祉と人間学特別演習Ⅰ 2  

福祉と人間学特別演習Ⅱ 2  

福祉と人間学特別研究Ⅰ 2  

福祉と人間学特別研究Ⅱ 2  

地域共生学特別演習Ⅰ 2  

地域共生学特別演習Ⅱ 2  

地域共生学特別研究Ⅰ 2  

地域共生学特別研究Ⅱ 2  

コミュニティ学フィールドワーク特別実習Ⅰ 2  

コミュニティ学フィールドワーク特別実習Ⅱ 2  

グローバル学講座 

国際協力学特別演習Ⅰ 2  

国際協力学特別演習Ⅱ 2  

国際協力学特別研究Ⅰ 2  

国際協力学特別研究Ⅱ 2  

環境共生学特別演習Ⅰ 2  

環境共生学特別演習Ⅱ 2  

環境共生学特別研究Ⅰ 2  

環境共生学特別研究Ⅱ 2  

グローバル学フィールドワーク特別実習Ⅰ 2  

グローバル学フィールドワーク特別実習Ⅱ 2  

共
通
科
目 

コンフリクト 
の人文学 

コンフリクトの人文学特別講義Ⅰ 2  

コンフリクトの人文学特別講義Ⅱ 2  

学系横断 

総合人間科学特別実習Ⅰ 2  

総合人間科学特別実習Ⅱ 2  

Advanced English Academic Writing 2  

人間科学未来共生 
未来共生ワークショップ特別演習 2  

未来共生リーディング特別演習 2  

人文社会科学系
オナー大学院プ

ログラム 

社学共創概論 1  

国際学術研修 2  

DE＆Iデザイン研究概論 1  
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大学院横断教育科目とは、（１）コミュニケーションデザイン科目（高度教養・汎用力の基

礎となる教育に関する授業科目）、（２）ＣＯデザイン科目（社会的課題に応じた高度汎用力を

備えた人材育成のための教育に関する授業科目）、（３）学際融合教育科目（複眼的視野を涵養

するための教育に関する授業科目）の科目区分により構成し、開講されている科目です。 

人間科学研究科では、大学院横断教育科目から修得した単位は、博士前期課程では高度教養

教育科目又は自由選択枠の単位として修了要件単位に算入することができます。また、博士後

期課程では、専門教育科目の選択科目の単位として修了要件単位に算入することができます。 

 

  

（１）教育プログラムの目的  
大阪大学は、高等教育における新しい教育の目標として〈高度汎用力〉の育成を掲げていま

す。CO デザインセンターは人をつなぎ、知識をつなぎながら、ともに創出する力を身につけ

るための学部・研究科横断型の新しい高度教養・高度汎用力育成プログラムの研究開発と教育

にあたっています。 

「コミュニケーションデザイン科目」は、対話することを通して、課題を発見し、ともにそ

の解決をめざし、社会のなかで実践するための基礎的な教育プログラムとして学部生、大学院

生を対象に開講されています。 

また、「CO デザイン科目」は、さまざまな現実の社会課題の解決を目指したアドバンスト・

プログラムとして、より系統的に社会実践力を修養するための科目群として大学院学生を対象

に開かれています。 

 

（２）コミュニケーションデザイン科目及び CO デザイン科目の修得単位について 
コミュニケーションデザイン科目及び CO デザイン科目が修了要件単位に算入できるか否か

については、各研究科によって取り扱いが異なりますので、履修に際しては、事前に指導教員

や所属研究科の教務担当窓口に必ず相談してください。 

 

（３）履修手続方法について 
コミュニケーションデザイン科目と CO デザイン科目の履修登録は、全学で統一された 

「他部局科目の履修登録期間」内に KOAN（学務情報システム）から行ってください

（https://koan.osaka-u.ac.jp）。 

  

 大学院横断教育科目 

 コミュニケーションデザイン科目及び CO デザイン科目について 
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大阪大学では、大学院教育における高度教養教育の更なる展開に向けて導入された「学際融合・

社会連携を指向した双翼型大学院教育システム（Double-Wing Academic Architecture、

DWAA）」を推進しており、その一環として、大学院に入学した学生を中心に、学生が所属する

主専攻の教育課程以外の教育プログラムを履修できる「「大大学学院院副副専専攻攻ププロロググララムム」」、、「「大大学学院院等等高高

度度副副ププロロググララムム」」を提供しています。 

「主専攻の学修と並行して、用意されたプログラム科目を効果的に受講することで、学際的・

俯瞰的な視点や複眼的視野を養うことを目的としています。 

どちらのプログラムも、教育目標に沿った一定のまとまりのある授業科目で構成されており、

各プログラムが定める要件を満たすことで、当該プログラムの修了認定証が交付されます。 

 

なお、２０２６年度は「大学院副専攻プログラム」２４プログラム、「大学院等高度副プログラ

ム」５１プログラムが実施されます。 

 

また、「大学院等高度副プログラム」のうち、一部のプログラムは「「大大学学院院科科目目等等履履修修生生高高度度

ププロロググララムム」」として、社会人に対しても提供されています。 

 

各プログラムの詳細については、以下の URL もしくは QR コードからご参照ください。 

※大学院の新入生にはプログラムのパンフレットを別途配布します。 

 詳細については QR コードからご参照ください。 

  https://itgp.osaka-u.ac.jp/program/program-category/fukupro/ 

 

 

高度教養モジュールとは、特定のテーマについて学修する機会を提供するため、従来の大学院

副専攻プログラムや大学院等高度副プログラムより要件単位数を減らしつつも、科目間に関連付

けを持たせた科目群制度です。副専攻プログラム・高度副プログラム履修の第一歩として大学院

生の皆さんの履修をお待ちしております。 

 詳細については QR コードからご参照ください。 

  https://itgp.osaka-u.ac.jp/program/program-category/module/ 

 

 

本学における横断型教育（学部・研究科の枠を超えた学び）の、より一層の充実を目指して、複

眼的視野を涵養するための授業科目として「「学学際際融融合合教教育育科科目目」」を設置しています。 

学際融合教育科目は、全学の大学院学生に開講していますので、興味のある方は是非履修してみ

てください。 

※学際融合教育科目は、大学院横断教育科目の科目区分の一つとして開講しています。 

詳細については、それぞれのシラバスを参照してください。 

※履修登録は、全学で統一された「他部局科目の履修登録期間」内に KOAN（学務情報システ

ム）から行ってください（https://koan.osaka-u.ac.jp）。 

※大学院横断教育科目の単位認定についての取り扱いは、研究科によって対応が異なります。修

 大学院副専攻プログラム、大学院等高度副プログラムについて 

 高度教養モジュールについて 

 学際融合教育科目について 
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了要件への算入可否については、事前に指導教員や所属研究科の教務担当窓口に確認してくだ

さい。 

 詳細については、QR コードからご参照ください。 

  https://itgp.osaka-u.ac.jp/program/advanced_5939/ 

 

 

大阪大学では、多言語に精通し、現代世界の喫緊の課題に取り組む専門的な知識を備え、グロ

ーバルに活躍できる人材を養成することを目的として、マルチリンガル・エキスパート養成プロ

グラム（学部プログラム・大学院プログラム）を開設しています。 

人間科学部の学生は、外国語学部が開設する専門教育レベルの語学・文化学等に関する授業を

体系的に学修することができます。募集対象は２年次・３年次の正規学生で、履修生は選考によ

って決定されます。プログラムを修了すると、学部プログラム修了認定証が交付されます。 

人間科学研究科の学生は、人文学研究科が開設する専門教育レベルの語学・文化学等に関する

授業を、大阪大学大学院副専攻プログラムとして、体系的に学修することができます。募集対象

は博士前期課程学生で、学部プログラム修了生以外の履修生は選考によって決定されます。プロ

グラムを修了すると、大学院副専攻プログラム修了認定証が交付されます。 

本プログラムの履修申請手続き、カリキュラム内容の詳細は下記ホームページを検索・参照し

てください。 

 

 マルチリンガル・エキスパート養成（MLE）プログラム 

マルチリンガル・エキスパート養成プログラム 

http://www.mle.osaka-u.ac.jp 
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大阪大学では１年を４つに区分する「４学期制」を採用しています。各学期の名称及び始期は

次のとおりです。授業開講期間は１学期あたり８週となります。 

・春学期：４月１日 

・夏学期：年度毎に定める（６月中旬） 

・秋学期：１０月１日 

・冬学期：年度毎に定める（１２月初旬） 

 

【【令令和和８８年年度度  人人間間科科学学部部・・人人間間科科学学研研究究科科】】  

（注）令和９年度以降はＫＯＡＮ掲示板等でお知らせします。 

春学期： ４月１日 ～  ６月１２日 夏学期：  ６月１５日 ～ ９月３０日 

秋学期：１０月１日 ～ １２月 ２日 冬学期： １２月 ３日 ～ ３月３１日 

 

  

開設する授業科目は、開講する期間により次のとおり分類します。 

（（１１））学学期期のの区区分分ごごととにに開開講講すするる授授業業科科目目：：タターームム科科目目  

（開講する期間は、春、夏、秋、冬学期となります。） 

（（２２））春春学学期期・・夏夏学学期期（（秋秋学学期期・・冬冬学学期期））のの区区分分ごごととにに開開講講すするる授授業業科科目目：：セセメメススタターー科科目目  

（開講する期間は、春・夏学期、秋・冬学期となります。） 

（（３３））通通年年ににわわたたりり開開講講すするる授授業業科科目目：：通通年年科科目目  

（開講する期間は、春～冬学期となります。） 

（（４４））特特定定のの期期間間にに集集中中開開講講すするる授授業業科科目目：：集集中中講講義義科科目目  

人間科学部・人間科学研究科の場合、ほとんどの授業科目が（２）のセメスター科目として開

講されます。なお、一部の授業科目は（１）のターム科目、または（４）の集中講義科目として

開講されます。 

 

  

人間科学部が開講する授業科目のうち、主に３・４年次に配当する授業科目の一部については、

夏季休業中の特定期間を３つのゾーンに区分する中で、集中講義科目として開講します。集中講

義の日程及びその開講科目は学生に配付する時間割表及びＫＯＡＮ掲示板でお知らせします。 

 

【【令令和和８８年年度度  人人間間科科学学部部・・人人間間科科学学研研究究科科集集中中講講義義】】  

（注）令和９年度以降はＫＯＡＮ掲示板等でお知らせします。 

学 期 ゾーン 期 間 

夏学期 

Ａ ８月２４日（月）～ ８月２８日（金） 

Ｂ ８月３１日（月）～ ９月 ４日（金） 

Ｃ ９月 ７日（月）～ ９月１１日（金） 

 学期の区分及び名称について 

 授業科目の分類及び名称について 

 集中講義について 

履修・試験・授業等に関すること 
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授業時間は次のとおりです。ほとんどの授業科目は時限単位で開講されます。 

第１時限 
休 

み 

第２時限 
休 

み 

第３時限 
休 

み 

第４時限 
休 

み 

第５時限 
休 

み 

第６時限 

８：５０ １０：３０ １３：３０ １５：１０ １６：５０ １８：３０ 
〜 〜 〜 〜 〜 〜

１０：２０ １２：００ １５：００ １６：４０ １８：２０ ２０：００ 
 

  

翌年度に開講する授業科目の授業時間割表及びシラバスについては、前年度３月末の時点で確

定します。授業時間割表は人間科学研究科ホームページに掲載します。シラバスはＫＯＡＮから

参照してください。 

 

 

  

学生は、履修方法、履修指針、教員の指導等に基づき、シラバス等を参考とし、自ら履修計画

を立てて授業科目の選択履修を行わなければなりません。授業科目を履修するためには指定する

期限までに、ＫＯＡＮ（学務情報システム）により履修登録を行う必要があります。 

なお、履修登録に関する留意事項は次のとおりです。 

(1) 同一時間に開講される科目は、重複して履修登録できません。 

(2) 履修登録をしていない科目については試験を受けることができません。 

(3) 履修科目の追加、変更及び取消は、指定された期間内に行わなければなりません。 

(4) 全学共通教育科目及び他学部等開講科目の履修登録については、人間科学部開講科目と

は登録期間等が異なります。 

(5) 他学部等開講科目の履修登録について疑問がある場合は、当該科目を開講する学部等の

教務担当係へ確認してください。 

【【令令和和８８年年度度  人人間間科科学学部部・・人人間間科科学学研研究究科科開開講講科科目目のの履履修修登登録録等等期期間間】】  

（注）令和９年度以降はＫＯＡＮ掲示板等でお知らせします。 

開講期間（科目分類） 授業開始日 履修登録期間 履修登録変更期間 履修登録取消期間 

春～冬学期（通年科目） 4/10(金) 

4/6(月)14:00 

～4/17(金)13:00 

 

4/22(水) 9:30 

～4/28(火)16:30 
春～夏学期（セメスター科目） 4/10(金)  

春学期（ターム科目） 4/10(金)  

夏学期（ターム科目） 6/15(月) 
6/15(月) 9:30 

～6/22(月)16:30 

6/26(金) 9:30 

～7/3(金)16:30 

夏季集中講義 26頁参照 
7/31(金) 9:30 

～8/6(木)16:30 

7/31(金) 9:30 

～8/6(木)16:30 

秋～冬学期（セメスター科目） 10/1(木) 

9/25(金) 9:30 

～10/8(木)13:00 

 
10/15(木) 9:30 

～10/21(水)16:30 
秋学期（ターム科目） 10/1(木)  

冬学期（ターム科目） 12/3(木) 
12/3(木) 9:30 

～12/9(水)16:30 

12/17(木) 9:30 

～12/23(水)16:30 

 授業時間について 

 授業時間割表及びシラバスについて 

 授業科目の履修登録・履修取消・変更登録について 

人間科学研究科ホームページ シラバス/時間割掲載ページ 

学 部 https://www.hus.osaka-u.ac.jp/ja/students/syllabus_undergraduate.html 

大学院 https://www.hus.osaka-u.ac.jp/ja/students/syllabus_graduate.html 
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大阪大学では、平成２６年度学部入学者からＧＰＡ制度を導入しています。 

ＧＰＡ制度は、学修の状況及び成果を示す指標としてのＧＰＡを算出することにより、学生の

学習意欲の向上及び適切な修学指導に資するとともに、全学における教育の国際化及び質保証を

促進することを目的に行われています。 

 

１１．．ＧＧＰＰににつついいてて  

 成績の評価及び各評価に与えられるＧＰは、以下のとおり定めています。 

成績の 

評価 

Ａ＋ 

(90点以上) 

Ａ 

(85点以上 

90点未満) 

Ａ－ 

(80点以上 

85点未満) 

Ｂ＋ 

(75点以上 

80点未満) 

Ｂ 

(70点以上 

75点未満) 

Ｃ＋ 

(65点以上 

70点未満) 

Ｃ 

(61点以上 

65点未満) 

Ｃ－ 

(60点以上 

61点未満) 

Ｆ 

(60点未満) 

GP ４．０ ３．７ ３．３ ３．０ ２．７ ２．３ ２．０ １．０ ０．０ 

 

２２．．ＧＧＰＰＡＡににつついいてて  

 当該学期におけるＧＰＡ（以下「学期ＧＰＡ」という。）及び全在学期間におけるＧＰＡ（以

下「通算ＧＰＡ」という。）があります。学期ＧＰＡ及び通算ＧＰＡを算出する計算式は以下の

とおりです。（ＧＰＡの算出は、小数点第３位以下を切り捨てるものとします。） 

 

【【学学期期ＧＧＰＰＡＡをを算算出出すするる計計算算式式】】  

（当該学期に評価を受けた各授業科目で得たＧＰ×当該授業科目の単位数)の合計 
学期ＧＰＡ＝ ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

当該学期に評価を受けた各授業科目の単位数の合計 

【【通通算算ＧＧＰＰＡＡをを算算出出すするる計計算算式式】】  

（各学期に評価を受けた各授業科目で得たＧＰ×当該授業科目の単位数)の合計）の総和 
通算ＧＰＡ＝ ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

（各学期に評価を受けた各授業科目の単位数の合計）の総和 

 

３３．．ＧＧＰＰＡＡ算算出出のの対対象象科科目目ににつついいてて  

 教養教育系科目、専門教育系科目及び国際性涵養教育系科目のうち、大阪大学学部学則第１０

条の７第２項及び大阪大学大学院学則第１１条第２項に基づく試験の成績の評価を行う授業科

目であって、人間科学研究科において修了要件に算入できる授業科目とします。 

 ただし、次の各号に該当する授業科目については、ＧＰＡの計算から除くものとします。 

（１） 大学院学生が本学在学中に他の大学院、外国の大学院又は国際連合大学の教育課程にお

いて履修した授業科目 

（２） 大学院学生が入学前に大学院、外国の大学院又は国際連合大学の教育課程において修得

した授業科目 

（３） 大学院学則第 8 条の 2 により、大学院が編成する特別の課程における学修を、本学大

学院における授業科目の履修とみなし、単位を与えられた授業科目 

（４） 国際連携専攻を設ける研究科の大学院学生が連携外国大学院において履修した国際連

携教育課程に係る授業科目 

（５） 前各号に掲げるもののほか、各学部及び各研究科が別に定める授業科目 

 グレード・ポイント・アベレージ（ＧＰＡ）制度について 
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４４．．「「履履修修取取消消」」ににつついいてて  

 学生が学期の途中で授業科目の履修を中止したい場合は、学期ごとに定められた履修取消期

間内に限り、当該授業科目に係る履修登録を取り消すことができます。履修登録を取り消した

授業科目については、学期ＧＰＡ及び通算ＧＰＡの算出から除外します。なお、履修を取消し

た授業科目については、ＧＰＡから除く授業科目となり、学籍情報システム（ＫＯＡＮ）では

「Ｗ」（Withdrawal）で表示されます。 

 

 

 

 

  

１． 原則として、試験は当該授業が開講される学期末に実施します。 

２． 履修登録をしていない科目の試験を受けることはできません。 

３． レポートをもって試験に代える科目については、提出条件及び期限を厳守してください。 

４． 試験の際には、試験監督者の指示に従うほか、次のことに注意してください。 

(1) 受験者は定刻までに、試験室に入室してください。 

(2) 解答用紙は、答案記入の有無にかかわらず、提出してください。 

 

  

試験等（レポート試験等を含む）において、下記にあげる行為等を行った場合は不正行為とみ

なし、以下の表のとおり、履修した人間科学部・人間科学研究科が開講する授業科目全ての成績

評価を無効とします。 

 

（１）持ち込み（使用）を許可された教科書、ノート、辞書等以外のものを使用した場合 

（２）カンニングペーパーの使用等、カンニングとみなされる行為を行った場合 

（３）代人受験とみなされる行為を行った場合 

（４）その他試験監督者の指示に従わない場合 

（５） 授業担当教員が成績評価の対象として求めるレポート等の提出物において、他人の論文、

著作、レポート、ウェブサイト、インターネット投稿、講義配布物（公表・未公表を問

わない。）の一部または全部を剽窃した場合 

 

不正行為を行った学期 無効となる成績評価の学期 

春学期 

春学期、夏学期及び春～夏学期の成績評価 夏学期 

春～夏学期 

秋学期 

秋学期、冬学期及び秋～冬学期の成績評価 冬学期 

秋～冬学期 

  

 試験について 

 試験等（レポート試験等を含む）における不正行為について 

大阪大学ホームページ／グレード・ポイント・アベレージ（ＧＰＡ）制度 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/education/academic_reform/gpa 
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成績評価が筆記試験、レポート提出等の結果や出席状況などから判断して、明らかに誤記入（採

点ミス、登録ミス）によるものと思われる場合は、成績評価に関する疑義申し立てを行うことが

できます。なお、成績評価の理由、根拠に関する申し立て及び成績評価についての特別な配慮を

求める申し立ては受け付けません。 

（疑義の申し立てが可能な期間） 

 疑義申し立てを行う授業科目の成績発表日から約１週間（土曜・日曜・祝日を除く）の期

日で設定される受付期限までとします。（ただし、その他やむを得ない事情があると認めら

れた場合は、この限りではありません。） 

（疑義の申し立て手続き） 

 KOAN掲示板により通知される手続により、「成績評価に関する疑義申立書（人間科学部・

人間科学研究科）」を提出してください。 

 

  

下記（別表）にあげる事由またはその他のやむを得ない事由により、授業及び試験を欠席した

場合は、「欠席・試験欠席届」に医師の診断書または事実の確認できる証明書等を添付のうえ、教

務係に提出し、許可を得た後、授業担当教員にその写しを提出してください。授業担当教員の判

断により、一定の配慮を行います。 

ただし、クラブ活動等の課外活動は、やむを得ない事由に該当しません。 

（別表） 

欠席事由 
配慮を要する期間 

（授業等に出席することができない範囲） 

学校感染症（学校保健安全法施行規則第１８条に規

定する感染症）を罹患したことにより出席停止の措

置を受けた場合 

学校保健安全法施行規則第１９条に規定する出席

停止の期間 

親族（２親等以内）が死亡した場合 

 

配偶者・１親等…通夜、葬儀などのために要した日

数（連続７日以内）、２親等…通夜、葬儀などのた

めに要した日数（連続３日以内） 

「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」に基づ

く裁判員の選任手続きのため及び裁判員の職務に

従事するため裁判所に出頭した場合 

裁判所に出頭した日 

居住地及び通学経路に係る特別警報が発令された

場合 

特別警報が発令された日 

 

骨髄バンクドナー候補となり、提供のため通院・入

院する場合 

通院、入院等のほか、必要な手続きのため医療施設

に赴いた日 

教職課程の「教育（養護）実習」及び「介護等の体

験」に参加する場合 

「教育（養護）実習」及び「介護等の体験」の期間 

  

 成績評価に関する疑義申し立てについて 

 授業・試験の欠席について 
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１１．．気気象象警警報報発発表表時時のの取取扱扱いい  

大阪府「豊中市・吹田市・茨木市・箕面市のいずれか又はこれらの市を含む地域」に「暴

風警報」、又は「特別警報＊」が発表された場合、授業を休講とします。 

なお、当該発表が授業開始後の場合は、次の時限の授業から休講とします。 

＊「特別警報」については大雨、暴風、暴風雪、大雪など内容を限定せず、すべての「特別

警報」を対象とします。 

 

２２．．公公共共交交通通機機関関のの運運休休時時のの取取扱扱いい  

災害により、通学路線のうち以下の公共交通機関のいずれかが運行の休止又は運転の見合

せ（以下、「運休」という。）となった場合（一部区間の運休を含む）、当該キャンパスで開

講する授業を休講とします。 

 ①豊中キャンパス 阪急電車（宝塚線：大阪梅田－宝塚間）又は 

          大阪モノレール（全線） 

 ②吹田キャンパス 阪急電車（千里線：大阪梅田／天神橋筋六丁目－北千里間）又は 

          大阪モノレール（全線） 

 ③箕面キャンパス 大阪メトロ（御堂筋線（北大阪急行路線含む）：梅田－箕面萱野間） 

          又は大阪モノレール（全線） 

  ただし、事故等による一時的な運転見合せについては、休講とはしません。 

 

３３．．気気象象警警報報又又はは公公共共交交通通機機関関運運休休のの解解除除時時のの取取扱扱いい  

気象警報又は公共交通機関の運休が解除された場合の取扱いは次のとおりとします。 

警報・運休解除時刻 授業の取扱い 

午前６時以前に解除された場合 全日授業実施 

午前９時以前に解除された場合 午後授業実施 

午前９時を経過しても解除されない場合 全日授業休業 

 

注１ 連合小児発達学研究科については、別途当該研究科からメールにより取扱いを連絡します。  

注２ 解除の確認は、テレビ・ラジオ・インターネット等の報道によるものとします。 

 気象警報の発表時等における授業の取扱いについて 

・メディア授業（定期試験を含む。以下同じ。）については、この取扱いを適用せず、気象

警報の発表時等においても原則として授業を実施します。 

・ただし、メディア授業の実施が困難な事象が発生した場合は、授業開講部局の判断によ

り休講とすることがあります。その場合は、ＫＯＡＮ等でお知らせします。 

・学生の皆さんの居住地域又は通学経路にある地域に暴風警報又は特別警報が発表された

場合、震度５強以上の地震が発生した場合において、避難又はその準備をしなければな

らない等やむを得ない事情により、メディア授業を受講できない場合には、履修上不利

益とならないよう配慮しますので、人間科学部/研究科授業科目については人間科学研究

科教務係、他学部/他研究科開講科目の授業は当該科目を開講する学部等の教務担当係に

申し出てください。 
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４４．．地地震震発発生生時時のの取取扱扱いい  

大阪府「豊中市・吹田市・茨木市・箕面市」のいずれかで震度５強以上の地震が発生した

場合、その日の授業を休講とします。ただし、地震の発生が午後５時１５分以降の場合は、

翌日の授業も休講とします。 

また、地震が当該地域以外で発生した場合又は震度５強未満の場合は、公共交通機関の運

行状況に応じて対応することとし、上記２の取扱いに従うこととします。 

 

５５．．災災害害にに伴伴うう避避難難指指示示・・緊緊急急安安全全確確保保発発令令時時のの取取扱扱いい  

大阪府「豊中市・吹田市・茨木市・箕面市」のいずれかの市から、災害に伴う避難指示・

緊急安全確保（以下「避難指示等」という。）が発令された地域（以下「避難地域」という。）

に所在する部局においては、授業を休講とする場合があるので、部局からの連絡に従ってく

ださい。 

 

６６．．そそのの他他  

（1）この取扱いに該当しないため授業を実施する場合であっても、学生の皆さんの居住地

域又は通学経路にある地域で、上記１と同様の気象警報が発表された場合、上記４と

同様の地震が発生した場合、上記２以外の公共交通機関が運休した場合等やむを得な

い事情により授業を欠席した場合は、履修上不利益とならないよう配慮しますので、

授業開講部局又は所属部局の教務担当係に申し出てください。 

（2）気象警報の発表、公共交通機関の運休又は避難指示等の発令が事前に予想される場合、

又は緊急に休講措置の必要が生じた場合は、大学ホームページ又はKOANにおいて通

知します。 
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大学院生は、指導教員と相談して、毎年度当初に当該年度の研究計画・研究指導計画書を作成

します。また、当該年度終わりに研究概要報告書を作成します。詳細は、別途、教務係から

教員に通知します。 

 

  

本研究科では、指導教員の他に副指導教員を設けて、複数の教員が研究指導等に当たることに

なっています。研究計画・研究指導計画書及び研究概要報告書の内容は学生から副指導教員に報

告してください。 

 

  

博士前期課程を修了するためには、修業年限の２年以上在学し、大阪大学人間科学研究科規程

で定める履修方法により必要な単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文の

審査及び最終試験に合格しなければなりません。修士論文は、指導教員等による指導を仰ぎなが

ら、その準備並びに執筆を進めていきます。修士論文の提出に係る手続き事項は教務係からＫＯ

ＡＮ掲示板によりお知らせします。なお、概要は次のとおりです。 

 

①博士前期課程２年次の修了予定者は、あらかじめ指導教員の承認を得て論文題目を決定し、

所定の期限までに教務係に修士論文題目を提出してください。なお、期限に遅れた場合、修

士論文は受理しません。 

 

②論文の体裁及び枚数等は指導教員から指示されます。論文は散逸せぬよう綴じ込み、表紙に

論文提出票を付してください。 

③論文提出のための各種所定用紙はKOAN掲示板により配付します。 

 なお、修士論文を提出できない博士前期課程２年次の学生は、論文題目届の提出期限までに

「修士論文提出延期願」を提出しなければなりません。 

 

  

博士後期課程を修了するためには、修業年限の３年以上在学し、大阪大学人間科学研究科規程

で定める履修方法により必要な単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、博士論文の

審査及び最終試験に合格しなければなりません。博士論文は、指導教員等による指導を仰ぎなが

ら、その準備並びに執筆を進めていきます。博士論文の提出に係る手続き事項は教務係から

KOAN掲示板によりお知らせします。なお、概要は次のとおりです。 

 研究計画・研究指導計画書及び研究概要報告書の提出について 

 副指導教員について 

 修士論文の提出について 

 博士論文の提出について 

＜＜提提出出期期限限＞＞   修士論文題目提出  １１月中旬の指定する期日及び時間 

        修士論文提出    １月上旬の指定する期日及び時間 

        （注）修士論文提出の際には、本人及び指導教員の承認印が必要です。 

研究指導・修士論文・博士論文に関すること 
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①博士後期課程３年次の修了予定者は、あらかじめ指導教員の承認を得て論文題目を決定し、

所定の期限までに教務係に博士論文題目を提出してください。なお、期限に遅れた場合、博

士論文は受理しません。 

 

②論文の体裁及び枚数等は指導教員から指示されます。論文は散逸せぬよう綴じ込んでくださ

い。 

③論文提出のための各種所定用紙は KOAN 掲示板により配付します。 

 

博士後期課程に休学を除き３年以上在学し、次に該当する者は、下記の時期でも博士論文を提

出することができます。（単位修得退学後３年以内の者を含む） 

〇所定の単位を修得していること 

〇３年以上の必要な研究指導を受けていること（研究計画・研究指導計画書及び研究概要報告

書が提出されていること） 

 

 

  

博士前期課程 

年次 時 期 学 生 大学・指導教員等 

１年 ４月～（通年） 修了要件科目の履修   

４月 研究計画・研究指導計画書の作成 指導教員の閲読・認定 

２月中旬 研究概要報告書の提出 指導教員の閲読・認定 

２年 ４月～（通年） 修了要件科目の履修   

４月 研究計画・研究指導計画書の作成 指導教員の閲読・認定 

１１月中旬 修士論文題目届の提出 指導教員の閲読・認定 

１月上旬 修士論文の提出 指導教員の閲読・認定 

１月下旬   研究科委員会で審査委員を決定 

２月 修士論文考査（各学系で実施） 審査委員による審査 

２月中旬 研究概要報告書の提出 指導教員の閲読・認定 

３月   研究科委員会で修了認定 

３月下旬   学位記授与 

※各提出期限は教務係から通知 

 

  

 修士学位授与までのスケジュール 

＜＜提提出出期期限限＞＞  博士論文題目提出    １１月中旬の指定する期日及び時間 

        博士論文提出      １２月上旬の指定する期日及び時間 

        博士論文公聴会［公開］  １月～２月 

        （注）博士論文提出の際には、本人及び指導教員の承認印が必要です。 

＜＜提提出出期期限限＞＞  博士論文題目提出    ４月中旬の指定する期日及び時間 

        博士論文提出      ５月上旬の指定する期日及び時間 

        博士論文公聴会［公開］ ６月～７月 

        （注）博士論文提出の際には、本人及び指導教員の承認印が必要です。 
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博士後期課程 

年

次 
時 期 学 生 大学・指導教員等 

１年 ４月～（通年） 修了要件科目の履修   

４月～５月下旬 研究計画・研究指導計画書の作成 指導教員の閲読・認定 

２月中旬 研究概要報告書の提出 指導教員の閲読・認定 

２年 ４月～（通年） 修了要件科目の履修   

４月～５月下旬 研究計画・研究指導計画書の作成 指導教員の閲読・認定 

２月中旬 研究概要報告書の提出 指導教員の閲読・認定 

３年 ４月～（通年） 修了要件科目の履修   

４月～５月下旬 研究計画・研究指導計画書の作成 指導教員の閲読・認定 

１１月中旬 博士論文題目届の提出 在籍期間、修得単位等の確認 

指導教員の閲読・認定 

１２月上旬 博士論文の提出 指導教員の閲読・認定 

１２月下旬   研究科委員会で審査委員を決定 

１月～２月 博士論文公聴会［公開］ 

（各学系で実施） 

審査委員による審査 

２月中旬 研究概要報告書の提出 指導教員の閲読・認定 

２月～３月   研究科委員会で学位授与判定 

３月下旬   学位記授与 

３月 博士論文概要論文公刊 「人間科学研究科紀要」に概要論文を掲載 

※各提出期限は教務係から通知 

 博士後期課程に休学を除き３年以上在学し、次に該当する者の学位申請スケジュール  

（単位修得退学後３年以内の者を含む） 

〇所定の単位を修得していること 

〇３年以上の必要な研究指導を受けていること（研究計画・研究指導計画書及び研究概要報

告書が提出されていること） 

時 期 学 生 大学・指導教員等 

４月中旬 博士論文題目届の提出 指導教員の閲読・認定 

課程博士論文提出資格の確認 

５月上旬 博士論文の提出 指導教員の閲読・認定 

５月下旬   研究科委員会で審査委員を決定 

６月～７月 博士論文公聴会［公開］（各学系で実施） 審査委員による審査 

９月   研究科委員会で学位授与判定 

９月下旬                   学位記授与 

１１月中旬 博士論文題目届の提出 指導教員の閲読・認定 

課程博士論文提出資格の確認 

１２月上旬 博士論文の提出 指導教員の閲読・認定 

１２月下旬   研究科委員会で審査委員を決定 

１月～２月 博士論文公聴会［公開］（各学系で実施） 審査委員による審査 

２月～３月   研究科委員会で学位授与判定 

３月下旬   学位記授与 

３月 博士論文概要論文公刊 「人間科学研究科紀要」に概要論文を掲載 

 博士学位授与までのスケジュール 
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令和 8年度（2026年度）

大阪大学人間科学部
大阪大学大学院人間科学研究科
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学生に対する重要連絡は原則としてＫＯＡＮ（学務情報システム）及び学内の掲示板によって

行いますので、毎日掲示板を見るよう習慣づけてください。 

連絡には授業の休講・補講や学費免除・各種奨学金申請等の事項も含みます。これらの通知を

見落としたことで生じる不都合・不利益は全て学生本人の責任となりますので注意してください。 

 

（１）ＫＯＡＮ（学務情報システム） 
「マイハンダイ」（https://my.osaka-u.ac.jp）から自分の大阪大学個人 ID とパスワードで

ログインし、「ＫＯＡＮ」アイコンをクリックしてください。 

※ KOAN からのメールによる連絡について 

• KOAN からの特に重要な連絡は、大阪大学から全学生に配付されているメールアド

レス（u******@ecs.osaka-u.ac.jp）に送信されます。 

• メールは KOAN サイト上から確認するほか、スマートフォンやパソコンのメール

アドレスに転送することが可能ですので、必ず転送設定をしましょう。また、転送

先のメールアドレスを使わなくなった場合は、その都度、速やかに使用しているメ

ールアドレスへの転送を再設定する必要があります。 

（詳細はマイハンダイ→KOAN→KOANマニュアル→マニュアル（学生向け）を参

照してください。） 

※ KOAN による住所・連絡先登録について 

• 緊急連絡や書類送付の必要がある場合は、上記のほか、電話、メール、郵送等によ

り連絡を行うことがありますので、登録情報に変更があった場合は速やかに登録内

容を修正しましょう。（KOAN サイト上から簡単に変更が可能です。） 

 

（２）学内掲示板 
〇本館１階：大学全体にかかる通知、人間科学研究科が主催する各種イベントの案内 

○本館２階：授業実施関係、行事予定、その他 

○東館２階：各種案内掲示 

○国際交流室（本館２階）：留学生関係、海外留学・奨学金関係 

○学生支援室（本館２、３階リフレッシュルーム、東館２階、インターナショナルカフェ）：

就職・進学・インターンシップ関係 

＊学系独自の掲示板もあります。（行動：３階、教育：４階、社会・人間：５階） 

＊他学部・他研究科の授業科目等の通知については、当該学部・研究科の掲示によります。 

  

 学生に対する通知・連絡について 

修学・学生生活等における諸事項 
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学生証は本学の学生であることを証明するものであるだけでなく、証明書自動発行機、図書館

（室）の利用、学内各窓口での提示等にも使用します。通学定期券発行控と共に所定のケースに

収納し、汚損・破損・紛失しないように大切に取扱い、登校の際は必ず携帯するとともに、次の

事項に留意してください。 

① 学生証の有効期限は修業年限（学部生—４年、第３年次編入学生—２年、博士前期課程学

生—２年、博士後期課程学生—３年）までです。修業年限を超えて在学する場合は年度単

位で再発行します。 

② 通学定期乗車券発行控は毎年度当初に更新しますので、通学定期券を購入前に教務係で受

領してください。 

③ 学生証及び通学定期乗車券発行控は他人に貸与、または譲渡してはいけません。 

④ 学生証及び通学定期乗車券発行控の不正使用をしてはいけません。万が一、不正使用が発

覚した場合には厳正に対処します。 

⑤ 学生証は定期試験の際や、各種証明書等の申し込み、証明書自動発行機の利用、その他本

学職員に請求された時は、必ず提示してください。 

⑥ 学生証の記載内容に変更が生じた場合には、直ちに教務係に届け出てください。 

⑦ 学生証を紛失または汚損・破損・磁気不良により使用できなくなった場合は、以下 URL を

参照の上、再発行等の手続きを行ってください。 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/certificates/student_id_card 

⑧ 通学定期乗車券発行控を紛失した場合は教務係に申し出てください。なお、紛失した学生

証、通学定期乗車券発行控が見つかったときは、直ちに教務係に返付してください。 

⑨ 大阪大学オリジナル公式アプリ「マイハンダイアプリ」の一機能として提供する本学公式

の身分証明書として、デジタル身分証を交付しています。デジタル学生証についての詳細

（FAQ、利用マニュアル等）は、大阪大学 D3 センター公式ウェブサイトをご覧ください。 

https://www.d3c.osaka-u.ac.jp/service/ouid/ 

  

 学生証等について 
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学籍に関する変更及び海外渡航等に関する届け出は次のとおりです。各所定様式については教

務係で配付します。なお、＊を付した届け出は、別の項に詳細を掲載しています。 

 

提提出出先先：：教教務務係係  

  

 学籍に関する変更及び海外渡航等に関する届け出について 

提出書類等 提出等期限 備考 

＊休学願 異動希望日を含む月の

前々月の２０日（休日

の場合は直後の教務係

開室日）まで【厳守】 

「指導教員所見（様式）」を併せて提出すること。 

※理由によっては別途、証拠書類等の提出が必要。 

復学願 異動希望日を含む月の

前々月の２０日（休日

の場合は直後の教務係

開室日）まで【厳守】 

※理由によっては別途、証拠書類等の提出が必要。 

復学届 復学年月日を含む月の

前々月の２０日（休日

の場合は直後の教務係

開室日）まで【厳守】 

※理由によっては別途、証拠書類等の提出が必要。 

＊退学願 異動希望日を含む月の

前月の２０日（休日の

場合は直後の教務係開

室日）まで【厳守】 

 

改姓（改名）・転籍届 その都度（速やかに提出） ※別途、証拠書類等の提出が必要。 

本人、保護者の住所、

電話番号等の変更 

その都度（速やかに 

ＫＯＡＮで変更登録） 

大学から重要な電話（メール）連絡・郵送等を行うことが

あるので必ず登録を行うこと。 

※手続きを怠ったことにより連絡等を受けられなかったこ

とに伴う不利益は全て学生本人の責任となります。 

＊ 海 外 活 動 届 及 び

海外渡航届 

渡航予定日の１ヶ月前

（ ただ し 、「 危 険情 報

２」地域及び「感染症

危険情報１～３」地域

への渡航の場合は、渡

航予定日の２ヶ月前） 

留学や調査研究等で海外に渡航する場合は必ず相談するこ

と。また、必ず「海外渡航届システム」 

（https://www.abroad.icho.osaka-u.ac.jp/system/）

に入力するとともに、「たびレジ（外務省海外旅行登録）」 

（https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/）にも登録

すること。 

一時帰国届 

（留学生のみ） 

帰国日の１週間以上前 留学生は、一時日本を離れるときは、短期・長期に関わらず

提出してください。また、必ず「海外渡航届システム」

（https://www.abroad.icho.osaka-u.ac.jp/system/）

に入力すること。 

＊長期履修申請  大学院生のみ対象（申請条件あり） 

  

（１）在学年限及び休学（可能）期間 
① 大阪大学学部学則に基づき、学部の在学年限は、休学期間を除き、８年（3 年次編入学生

は４年）と定められています。また、休学（可能）期間は通算で４年（3 年次編入学生は

2 年）と定められています。 

② 大阪大学大学院学則により、博士前期課程の在学年限は休学期間を除き４年と定められ

ています。また、休学（可能）期間は通算で２年と定められています。 

③ 大阪大学大学院学則により、博士後期課程の在学年限は休学期間を除き５年と定められ

ています。また、休学（可能）期間は通算で３年と定められています。 

（２）休学 
 休学を希望する者は、次の点に留意のうえ所定の手続きにより、教務係を通じて学部長・

研究科長に休学願を提出し許可を得てください。 

① 病気、その他やむを得ない理由で３ヶ月以上修学できない場合は、その学年の終わりまで休

学をすることができます。なお、実際に休学した期間は、在学年数には算入されません。 

② 人間科学部・人間科学研究科では、国内外での調査研究を理由とする休学は認めていま

せん。 

③ 未納の授業料がある場合には休学は認められません。 

④ 休学期間中にその事由が消滅した場合、復学を願い出ることができます。なお、休学期

間の満了により復学となる場合も「復学届」の提出をもってその意思を申し出る必要があ

ります。 

（３）退学 
 退学を希望する者は、次の点に留意のうえ所定の手続きにより、教務係を通じて学部長・

研究科長に退学願を提出し許可を得てください。 

① 未納の授業料がある場合には退学は認められません。 

② 在学年限の満了により以降在籍できない場合において、「退学願」が期限までに提出され

ない場合には、在学年限満了日をもって身分喪失とします。 

 

  

長期履修制度とは、大学院学生が職業を有している等の事情により、標準修業年限を超えて一

定の期間にわたり計画的に教育課程を履修して課程を修了することができる制度です。 

申請対象者及び長期履修可能年数は次のとおりです。長期履修を申請する場合の在学年限は、

博士前期課程は４年、博士後期課程は５年を限度とし、学年の始めから開始となります。申請の

可否は審査により決定します。また、既に長期履修を許可された者で、事情により期間の変変更更を

希望する者は期間変更申請を行う必要があります。 

長期履修制度の申請等に関することは、KOAN 掲示板により通知を行いますが、詳細は教務係

に問い合わせてください。 

＜＜申申請請対対象象者者＞＞  

下記事由により、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修すること

が認められた者。ただし、各課程最終学年の者を除きます。 

（１）定まった職業を有する者（一つの勤務場所において週 30 時間以上の就労者に限る。） 

（２）出産・育児・介護・病気や障がいに伴う療養等を行う必要のある者 

 休学、退学等の在学中の異動について 

 長期履修制度について（大学院生のみ） 
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（１）在学年限及び休学（可能）期間 
① 大阪大学学部学則に基づき、学部の在学年限は、休学期間を除き、８年（3 年次編入学生

は４年）と定められています。また、休学（可能）期間は通算で４年（3 年次編入学生は

2 年）と定められています。 

② 大阪大学大学院学則により、博士前期課程の在学年限は休学期間を除き４年と定められ

ています。また、休学（可能）期間は通算で２年と定められています。 

③ 大阪大学大学院学則により、博士後期課程の在学年限は休学期間を除き５年と定められ

ています。また、休学（可能）期間は通算で３年と定められています。 

（２）休学 
 休学を希望する者は、次の点に留意のうえ所定の手続きにより、教務係を通じて学部長・

研究科長に休学願を提出し許可を得てください。 

① 病気、その他やむを得ない理由で３ヶ月以上修学できない場合は、その学年の終わりまで休

学をすることができます。なお、実際に休学した期間は、在学年数には算入されません。 

② 人間科学部・人間科学研究科では、国内外での調査研究を理由とする休学は認めていま

せん。 

③ 未納の授業料がある場合には休学は認められません。 

④ 休学期間中にその事由が消滅した場合、復学を願い出ることができます。なお、休学期

間の満了により復学となる場合も「復学届」の提出をもってその意思を申し出る必要があ

ります。 

（３）退学 
 退学を希望する者は、次の点に留意のうえ所定の手続きにより、教務係を通じて学部長・

研究科長に退学願を提出し許可を得てください。 

① 未納の授業料がある場合には退学は認められません。 

② 在学年限の満了により以降在籍できない場合において、「退学願」が期限までに提出され

ない場合には、在学年限満了日をもって身分喪失とします。 

 

  

長期履修制度とは、大学院学生が職業を有している等の事情により、標準修業年限を超えて一

定の期間にわたり計画的に教育課程を履修して課程を修了することができる制度です。 

申請対象者及び長期履修可能年数は次のとおりです。長期履修を申請する場合の在学年限は、

博士前期課程は４年、博士後期課程は５年を限度とし、学年の始めから開始となります。申請の

可否は審査により決定します。また、既に長期履修を許可された者で、事情により期間の変変更更を

希望する者は期間変更申請を行う必要があります。 

長期履修制度の申請等に関することは、KOAN 掲示板により通知を行いますが、詳細は教務係

に問い合わせてください。 

＜＜申申請請対対象象者者＞＞  

下記事由により、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修すること

が認められた者。ただし、各課程最終学年の者を除きます。 

（１）定まった職業を有する者（一つの勤務場所において週 30 時間以上の就労者に限る。） 

（２）出産・育児・介護・病気や障がいに伴う療養等を行う必要のある者 

 休学、退学等の在学中の異動について 

 長期履修制度について（大学院生のみ） 
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本学では、証明書自動発行機により、学割証・在学証明書・健康診断証明書・成績証明書・卒

業（修了）見込証明書・卒業（修了）証明書（学内の内部進学者のみ）が発行されます。なお、

発行の際には学生証が必要です。 

 

◆証明書自動発行機で発行可能な証明書 

キャンパス 設置場所 台数 
利用時間（月～金曜日） 

祝日、年末・年始を除く 

豊 中 全学教育推進機構管理・講義棟

（Ａ棟） 

２階教務係前 １台 ８：３０～１７：００ 

豊中学生センター学生交流棟 ２階ホール ２台 ８：３０～１７：００ 

吹 田 医学部医学科共通棟 １階玄関 １台 ８：３０～１７：００ 

工学部管理棟Ｕ１Ｍ棟 １階教務課横 ２台 ８：３０～１７：００ 

吹田学生センターＩＣホール １階 １台 ８：３０～１７：００ 

※豊中、吹田地区のみ掲載 

 

◆証明書自動発行機で発行可能な証明書 
証明書の種類 発行対象 

（（学学部部・・大大学学院院共共通通））  

 学割証 

 在学証明書 

 健康診断証明書 

（（学学  部部））  

 成績証明書 

 卒業見込証明書（最終年次の学生のみ） 

（（大大学学院院））  

 成績証明書 

 修了見込証明書（博士前期課程最終年次の学生のみ） 

在学する課程 

（（学学  部部））  

 成績証明書 

 卒業証明書 

（（大大学学院院））  

 成績証明書（博士前期（修士）） 

 修了証明書（博士前期（修士）） 

卒業（修了）した課程 

本学学部を卒業し、引き続き本学の大学院に

入学した者 

 

本学研究科博士前期課程を修了し、引き続き

博士後期課程に進学した者 

＊大学に英語氏名の登録をしている学生については、英語版の証明書も出力できます。 

＊上記以外の証明書は教務係窓口に申請してください。証明書の種類（英文証明書、教職単位の修得に

関する証明書等）や申請の時期などにより、交付までに時間を要する場合もありますので、余裕をも

って申請してください。 

 

◆学割証を使用する際の留意事項 
学割証の使用目的は、(1)休暇、所用による帰省、(2)正課の教育活動、(3)正課外の教育活動、

 証明書の交付等について 

40

令
和
８
年
度  
大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科



(4)就職または進学のための受験等、(5)修学上認められる見学または行事への参加、(6)傷病の

治療、(7)保護者の旅行への随行、に限られます。 

なお、学割証の使用は記載名義人（証明された者）のみに有効です。 

他人への貸与や学割証への加筆は不正使用となります。 

学割証裏面の「使用上の注意」を必ず確認してから使用するようにしてください。 

 

  

人間科学部・人間科学研究科ではオフィス・アワー（授業内容等に関する学生の質問等に応じ

るための時間として、教員があらかじめ示す時間帯）を設定し、その時間帯であれば、学生は基

本的に予約なしで研究室を訪問することができます。 

 

 

  

卒業・修了年次の学生（現在職を持っている方で、卒業・修了後もその職を継続される方及び

博士後期課程にあっては単位修得退学者も対象）は、「大阪大学キャリア支援システム」で必ず進

路情報・就職先の情報を登録しなければなりません。報告期限（その後の更新は可能）は、原則

卒業論文、修士学位論文、博士学位論文の題目届提出期限の期日としています。 

※報告期限までに入力ができない場合は、学位授与式までには必ず入力を済ませてください。 

 

  

大阪府「豊中市・吹田市・茨木市・箕面市のいずれか、またはこれらの市を含む地域」に暴風

警報又は特別警報が発令された場合、又は、公共交通機関の運休により全キャンパスにおける授

業が休講となる場合、学内連絡バスの運行は下記のとおりです。 

 

●午前６時以前に警報・運休が解除された場合  →→ 時刻表どおり運行 

●午前９時以前に警報・運休が解除された場合  →→ 午前１２時以降運行（午前運休） 

●午前９時に警報・運休が解除されない場合   →→ 終日運休 

 

  

学生が学部・研究科内で団体等を結成しようとするときは、所定の様式により、事前に教務係

に届け出て承認を受ける必要があります。全学的な団体等の結成については、学生センターに届

け出て承認を受けてください。許可された団体は、毎年５月中旬に届出の更新をしなければいけ

ません。また届出事項が変更したときも同様の手続きが必要です。この時に更新が行われない場

合は、当該団体は解散したものとみなされます。なお、団体の結成、更新において、次に該当す

る場合は許可されないことがあります。 

（１）団体等の目的及び団体の構成員氏名が明らかではないとき 

（２）団体等の結成が学内の秩序を乱す恐れがあるとき 

（３）その他学部長・研究科長が不適当と認めるとき  

 オフィス・アワーについて 

 卒業・修了後の進路について 

 気象警報発令時における学内連絡バスの運行について 

 学生の団体結成について 

人間科学研究科ホームページ オフィス・アワー 

https://www.hus.osaka-u.ac.jp/ja/students/officehour.html 

41

修

学
・
学

生

生

活

関

連

ガ

イ

ド



  

大阪大学では様々なプログラムによる海外留学を積極的に推進しています。 

○大阪大学交換留学（大学間派遣） 
 大阪大学と授業料等の相互不徴収及び単位互換等を明記する学生交流協定を締結している海

外の大学（以下「協定校」という。）において、本学の学部又は大学院の正規課程に在籍する学

生が、本学に在籍したまま、協定校で概ね１年以内の１学期又は複数の学期の間、科目の履修

又は研究指導等の教育・研究の機会を得ることができます。 

 

○大阪大学交換留学（部局間派遣） 
 人間科学部と学生交流協定を締結している協定校においての交換留学については、人間科学

研究科国際交流室に問い合わせてください。 

○短期語学研修プログラム 
 大阪大学では多様な海外研修プログラムを実施しています。大阪大学ホームページ、KOAN

掲示板及び国際交流室前掲示板にてお知らせしています。 

 

  

学生が、教育・研究上の目的で海外渡航する場合は、事前に指導教員・受入れ教員及び家族等

に渡航内容等を十分に説明し、指導教員・受入れ教員の承認を得たうえで、所定の届出様式を教

務係に提出する必要があります。 

 

（注１）外務省危険情報及び外務省感染症危険情報（以下、「外務省」省略）が出されていない

地域への渡航であっても届出は必要です。 

（注２）学部学生（研究生等を含む）で「危険情報：危険度１」の地域及び「感染症危険情報：

危険度２・３」の地域への渡航を予定している場合は、渡航２ケ月前までに必要書類

を教務係まで提出してください。 

（注３）大学院生（大学院研究生等を含む）で「危険情報：危険度１・２」の地域及び「感染

症危険情報：危険度２・３」の地域への渡航を予定している場合は、渡航２ケ月前ま

でに必要書類を教務係に提出してください。 

（注４）学部学生（研究生等を含む）で「感染症危険情報：危険度１」の地域への渡航を予定

している場合は、渡航１ケ月前までに必要書類を教務係まで提出してください。 

（注５）大学院生（大学院研究生等を含む）で「感染症危険情報：危険度１」の地域への渡航

を予定している場合は、渡航１か月前までに必要書類を教務係まで提出してください。 

（注６）学部学生（研究生等を含む）が「危険情報：危険度２以上」の地域及び「感染症危険

情報：危険度４以上」に渡航すること、大学院学生（大学院研究生等を含む）が「危

険情報：危険度３以上」の地域及び「感染症危険情報：危険度４以上」に渡航するこ

とは原則として認めません。 

ただし、指導教員等が同行する場合は、渡航を認める場合があります。 

 

  

 海外留学について 

 学生の海外渡航について 

募集要項等の詳細については、下記大阪大学ホームページを検索・参照してください。 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/international/outbound/ex_students.html 
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また、学学部部学学生生（（研研究究生生等等をを含含むむ。。））がが「「危危険険情情報報：：危危険険度度１１」」のの地地域域及及びび「「感感染染症症危危険険情情報報：：

危危険険度度２２・・３３」」にに渡渡航航すするる場場合合、、大大学学院院学学生生（（大大学学院院研研究究生生等等をを含含むむ。。））がが「「危危険険情情報報：：危危険険度度

１１・・２２」」のの地地域域及及びび「「感感染染症症危危険険情情報報：：危危険険度度２２・・３３」」にに渡渡航航すするる場場合合ににはは、、本本研研究究科科のの海海外外研研

究究活活動動検検討討委委員員会会でで渡渡航航のの可可否否ににつついいてて審審議議ししまますす。。審審議議のの結結果果にによよっっててはは渡渡航航のの見見送送りり等等をを指指

示示すするるここととももあありりまますす。。 

 

なお、海外渡航滞在中に、その地域の危険度（感染症危険情報危険度も含める）が、認められ

ている範囲を超えて引き上げられた場合は、ただちに指導教員と連絡を取り、自らの安全確保と

情報収集に努めるとともに、もっとも安全な方法によってすみやかに危険地域外に退避してくだ

さい。 

 

 

 

 

提出書類（所定の届出様式）は次のとおりです。危険度に応じて必要書類が異なります。「海

外危険地域への渡航に関する人間科学研究科の取扱い方針」に従って作成提出してください。 

 

① 海外活動届（指導教員の押印が必要）及び別紙「渡航目的及び活動内容の詳細」 

② 海外渡航届（「海外渡航届システム」に渡航情報を登録後に両面を印刷） 

※上記①②は、危険度に関わらず（危険情報が出されていない場合であっても）必ず提出及

びオンライン登録が必要です。 

※上記①の別紙「渡航目的及び活動内容の詳細」については、 

ア）留学や学会出席の場合は、留学先大学、参加学会の名称、開催日程等を記入しているこ

と。 

イ）調査研究活動の場合は、現地での調査内容や研究計画の詳細（現地での調査研究活動は

人間科学研究科の研究倫理審査の承認を含む。）を記入していること。 

③ 指導教員あるいは受入れ教員の署名押印のある理由書（任意の様式・指導教員の押印が必要） 

※上記③は、危険情報の危険度１以上及び感染症危険情報の危険度２・３の地域に渡航する

場合には必ず提出が必要です。危険情報が出されている地域への具体的な渡航理由や安全

面における対応・対策等（渡航日程と訪問先、渡航目的、経費の出所、渡航地域の危険度

に関する情報、安全確保の方法、感染症への対策など）を理由書として提出すること。 

④ 「渡航確認シート・感染症等の影響により感染症危険情報（危険度２・３）に指定された国・

地域への渡航前に確認すべき項目」（指導教員の確認が必要）及び誓約書 

※上記④は感染症等により感染症危険情報：危険度２・３地域への派遣の場合には必ず提出

が必要です。 

 

    

＜危険情報は外務省海外安全ホームページの危険情報及び感染症危

険情報に基づきます＞ 

提 出 書 類 
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提提出出書書類類ななどど（（渡渡航航先先のの危危険険度度別別））  

学部学生（研究生等を含む。） 

 「海外活動届」

及び別紙 

「渡航目的及

び活動内容の

詳細」 

海外渡航届 

システムへの

渡航情報登録 

理由書 

渡航確認 

シート 

及び誓約書 

外務省 

「たびレジ」 

又は

「ORRnet」 

への登録 

外務省 

「危険情報」 

危険情報なし 
○ ○ 

 
 ○ 

レベル 1 ○ 

レベル 2 

原則として渡航不可 レベル 3 

レベル 4 

外務省 

「感染症 

危険情報」 

危険情報なし 

○ ○ 

  

○ 
レベル１ 

レベル２ 
○ ○ 

レベル３ 

レベル４ 原則として渡航不可 

大学院学生（大学院研究生等を含む。） 

 「海外活動届」

及び別紙 

「渡航目的及

び活動内容の

詳細」 

海外渡航届 

システムへの

渡航情報登録 

理由書 

渡航確認 

シート 

及び誓約書 

外務省 

「たびレジ」 

又は

「ORRnet」 

への登録 

外務省 

「危険情報」 

危険情報なし 

○ ○ 

 

 ○ レベル 1 
○ 

レベル 2 

レベル 3 
原則として渡航不可  

レベル 4 

外務省 

「感染症 

危険情報」 

危険情報なし 

○ ○ 

  

○ 
レベル 1 

レベル２ 
○ ○ 

レベル３ 

レベル４ 原則として渡航不可 

※※教教育育・・研研究究をを目目的的ととししたた海海外外渡渡航航にによよるる帰帰国国後後はは教教務務係係にに帰帰国国ししたた旨旨のの連連絡絡ををすするるこことと。。

（（方方法法はは自自由由））  

※※感感染染症症危危険険情情報報がが危危険険度度２２・・３３にに指指定定さされれたた国国・・地地域域へへ大大学学間間交交換換留留学学・・部部局局間間交交換換留留学学

やや部部局局等等がが実実施施すするる派派遣遣ププロロググララムムにによよりり派派遣遣すするる海海外外派派遣遣はは、、①①海海外外活活動動届届及及びび③③指指導導

教教員員ああるるいいはは受受入入れれ教教員員のの署署名名ののああるる理理由由書書のの提提出出はは必必要要あありりまませせんん。。  

 

 

 

「海外渡航届システム」へは、下記ＵＲＬからログインしてください。 
https://www.abroad.icho.osaka-u.ac.jp/system/ 

「海外危険地域への渡航に関する人間科学研究科の取扱い方針」の閲覧および 
各提出書類の入手は、以下の URL から行ってください。 

https://www.hus.osaka-u.ac.jp/ja/international_exchange/before_going_abroad.html 
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人間科学部・人間科学研究科では、学生が海外渡航（旅行および一時帰国を除く）を行う場合、

留学生危機管理サービス（ＯＳＳＭＡ）の加入を義務付けています。ＯＳＳＭＡは、海外渡航中

に困りごとや相談したいことが発生した場合に、２４時間３６５日、日本語で適切なサポートが

受けられるサービスです。保険ではありませんので、本サービス加入と合わせ、必ず海外旅行保

険にも加入してください。詳細は下記ホームページを確認してください。 

※旅行および一時帰国を除く 

 

 留学生危機管理サービス（ＯＳＳＭＡ）について 

【大阪大学ホームページ／関連ページ】 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/international/outbound/Studyabroad_crisis_management/6jweok 
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学生定期健康診断は、学校保健安全法及び大阪大学学生健康診断規程で受検が義務付けられて

いる健康診断です。全学生が必ず受検しなければなりません。毎年４月の指定する期間に実施さ

れますが、日時、場所等についてはＫＯＡＮ掲示等でお知らせします。 

なお、特に学部卒業年次・大学院修了年次の学生は、この学生定期健康診断を受検していない

場合には、就職や進学の際に必要な健康診断書が発行されませんので注意してください。 

 

  

大阪大学ウェルネス推進機構健康支援相談センターは、豊中本室、吹田分室、箕面分室におい

て、学内の保健管理、健康相談、疾病予防、救急措置、精神衛生相談等を主な業務として、学生・

教職員の健康保持、健康増進を図っています。ウェルネス推進機構健康支援相談センター保健管

理部門には、医師、看護師、臨床検査技師等が勤務し、診察や健康相談等を行っています。女性

のカウンセラーや医師による女性専門の外来も開設しています。受付時間、診察・相談等の対応

時間及び診療科ごとの週間診療予定表など、詳細は下記ホームページを確認してください。 

 

 

 

■ウェルネス推進機構健康支援相談センター相談支援部門（全学） 

ウェルネス推進機構健康支援相談センター相談支援部門は、学生や教職員の皆様のさまざまな

困り事や悩み事についての相談へ応じたり、支援を提供したりする部門です。学生の皆様を対象

にした活動としては、１）学生相談（カウンセリング）、２）アクセシビリティ支援（障がいや慢

性疾患を有する学生の支援）、３）ピア活動支援（学生どうしの助け合いの支援）、４）アセスメ

ント（障がいや性格特性等についてのアセスメント）などがあります。 

また、保健管理部門との連携のもとに、なんでも相談窓口を設け、学生や教職員の皆様がどこ

に相談すればよいか分からないと感じたときに気軽に利用していただけるような体制を整えてい

ます。それぞれの相談予約など、詳細はホームページを確認してください。 
 

〇学生相談 

本学の学生であれば誰でも、同部門の学生相談室を利用することができます。学生相談室は、

どのような悩みでも受け付けており、経験を積んだカウンセラーがあなたの話を親身になって

聴いて、悩みの解決に協力します。相談内容や来談者氏名は誰にも知られないよう秘密は厳守

されます。 

（事前に相談予約が必要） 
 

〇アクセシビリティ支援 

 同部門のアクセシビリティ支援室は、障がいを持っている学生だけではなく、大学生活で困

難を感じているすべての学生に対してアドバイスや情報の提供などを行っています。 

（事前に相談申し込みが必要） 

 

 学生定期健康診断について 

 ウェルネス推進機構健康支援相談センターの診療について 

 全学各種相談窓口 

大阪大学ウェルネス推進機構健康支援相談センター https:// hacc.osaka-u.ac.jp/ja/ 

健康管理・学生相談 
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〇ピア相談 

 学業、進路、人間関係の悩みのほか、サークル活動や経済上の問題など、学生生活上のこと

がらについて、本学大学院人間科学研究科で臨床心理学を専攻している大学院生（ピア・アド

バイザー）が、同じ世代の立場からお話を聞きます。 

（事前に相談予約が必要） 

 

〇なんでも相談 

どこかで相談したいが、どこに行けばよいかよく分からないというような相談や SOGI 相談

等をお受けし、適切な学内外の相談支援機関や医療機関を紹介します。 

必要に応じ、紹介先の機関と連携や連絡をとりあって、相談がスムーズに進むようにサポー

トします。 

 

 

〇ハラスメント相談室（全学） 

大阪大学では、ハラスメントのない大学を目指し、その発生の防止や解決に取り組んでいます。

各キャンパスには、全学のセクシュアル・ハラスメント相談室及びアカデミック・パワー等ハ

ラスメント相談室がそれぞれ設置されており、各相談室では、専門の相談員（カウンセラー）

が問題の解決にあたっています。なお、全学のハラスメント関連相談室での相談を希望する場

合は、事前に電話予約を行ってください。詳細は下記ホームページを確認してください。 

 

 

■キャリアセンター（全学） 

キャリアアドバイザーに就職相談（進路相談）ができます。予約システム（進路・就職相談予

約管理システム）で希望日時・キャンパスの予約をしてください。オンライン・対面による相

談に対応しています。詳細は下記ホームページを確認してください。 

 

 

  

〇就職・進路相談、学生相談 

 人間科学部・人間科学研究科では、専任教員が学生の就職・進路に関する相談、学生の生活 

上の諸問題の相談に応じ、問題解決の援助を行うために、学生支援室を設置しています。 

学生支援室に相談したいことがあれば、下記アドレスまでご連絡ください。 

 

人間科学部・人間科学研究科学生支援室（人間科学部本館 2 階北ウイング） 

 専用メールアドレス：student☆hus.osaka-u.ac.jp 

※メール送信時には、「☆」を「@」に置き換えてください。 

 

 人間科学部・人間科学研究科相談窓口 

大阪大学ウェルネス推進機構健康支援相談センター相談支援部門

https://hacc.osaka-u.ac.jp/ja/home/sosiki/sodansien/ 

大阪大学ウェルネス推進機構健康支援相談センターハラスメント相談室 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/life/prevention_sh 

大阪大学キャリアセンター https://career.osaka-u.ac.jp 

人間科学部・人間科学研究科学生支援室 https://www.hus.osaka-u.ac.jp/ja/sso/ 
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〇障がい等のある学生相談 

人間科学部・人間科学研究科に在籍する障がい等のある学生に対する相談窓口を設置してい

ます。障がい学生相談窓口では、修学上の配慮を希望するなど、障がい等のある学生の支援に

関する相談を受け付けていますので、相談を希望する方は、下記メールアドレスまでご連絡く

ださい。相談内容については、秘密を厳守したうえで、担当者がご相談に対応いたします。 

 相談専用メールアドレス：shien☆hus.osaka-u.ac.jp 

※メール送信時には、「☆」を「@」に置き換えてください。 

 

 

 〇人間科学研究科ハラスメント相談員制度 

 人間科学研究科にもハラスメント相談室が設置されており、各相談員が相談に応じています。

ハラスメントの被害に遭ったときや周囲の人が被害に遭って困っているときは、人間科学研究

科ハラスメント相談室にご相談ください。相談員は、相談者の名誉やプライバシーを堅く守り

ます。詳細は下記ホームページを確認してください。 

 

 

 〇人間科学研究科・人と組織のレジリエンス・サポートルーム 

 学業・研究・人間関係などさまざまな悩みをもつことが生じたとき、誰かに話してみること

で気持ちが楽になったり、状況改善のヒントを得られたりすることがあります。「人と組織のレ

ジリエンス・サポートルーム」（略称：レジサポ）は、悩みごとをひとりで抱え込まず、気軽に

話せる場所として設置されました。専門の相談員がご本人の気持ちに寄り添いながら、お話を

伺います。相談員は、相談者の名誉やプライバシーを堅く守ります。詳細は下記ホームページ

を確認してください。 

 

 

 

 

人間科学研究科学生相談（学部・大学院）

https://www.hus.osaka-u.ac.jp/ja/students/support.html  

人間科学研究科ハラスメント相談員制度 https://www.hus.osaka-u.ac.jp/ja/harassment/ 

人と組織のレジリエンス・サポートルーム https://www.hus.osaka-u.ac.jp/ja/resilience/ 
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学生教育研究災害傷害保険（学研災「がっけんさい」）は、正課中（授業中・研究活動中）、学

校行事中、学校施設内にいる間、学校施設内外での課外活動中又は通学中・大学施設間移動中に

被ったケガに対し、その治療日数に応じて保険金が支払われる全国規模の補償制度であり、大阪

大学では入学時に全員が加入することとしています。加入がまだの方は、すぐに加入の手続きを

とってください。 

注１）人間科学部の学部生は各自で加入する必要があります。なお、学外で行われる授業や実習への参

加、海外へ留学する場合などは、この保険の加入が原則必要となります。 

注２）人間科学研究科の大学院生については、人間科学研究科の公費負担により、全ての学生（研究生

等非正規生は除く）に対して、この保険の加入を行っていますので、新たに加入手続きを行う必要

はありません。 

加入方法の詳細、保険金の内容、保険金の請求手続き等については、下記ホームページを参照

してください。 

 

【問い合わせ先】 
豊中生協事務所（総務部）保険担当（豊中キャンパス・豊中福利会館４階） 

０６－６８４１－３３２６ 

吹田工学部生協事務所保険担当（吹田キャンパス・センテラス 2 階） 

０６－６８７７－６５０９ 

 

 

  

学生教育研究賠償責任保険（学研賠「がっけんばい」）は、正課、学校行事、課外活動として大

学が認めたインターンシップ、介護体験活動、教育実習、保育実習、ボランティア活動およびそ

の往復途中で、他人にケガをさせたり、他人の財物を損壊したりしたことにより被る法律上の損

害賠償を補償します。「学研災」に先に加入していなければ、「学研賠」に加入することはできま

せん。加入希望者は必ず「学研災」に加入していることを確認のうえ、大学生協の保険窓口で必

要書類を受け取り、郵便局の窓口で保険料を払い込んでください。 

注１）人間科学部の学部生は各自で加入する必要があります。なお、学外で行われる授業や実習への参

加などは、この保険の加入が原則必要となります。 

注２）人間科学研究科の大学院生については、「学研災」と同様に、人間科学研究科の公費負担により、

全ての学生（研究生等非正規生は除く）に対して、この保険の加入を行っていますので、新たに加

入手続きを行う必要はありません。 

 

  

学研災付帯学生生活総合保険（付帯学総「ふたいがくそう」）は、「学研災」への加入を条件と

して、学研災の補償内容に上乗せして補償される保険です。「学研災」ではカバーできない日常生

 学生教育研究災害傷害保険（学研災）について 

 学生教育研究賠償責任保険（学研賠）について 

 学研災付帯学生生活総合保険（付帯学総）について 

【大阪大学ホームページ／関連ページ】 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/life/insurance.html 

保険・リスク管理 
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活の病気やケガ、賠償事故の補償など幅広く補償されます。 

 留学生の方向けの、「インバウンド付帯学総（ふたいがくそう）」も用意されています。 

 詳細については、大阪大学ホームページ（下記参照）を参照ください。 

 

【問い合わせ先】 
東京海上日動あんしんコンサルティング株式会社 

 学生生活総合保険相談デスク ０１２０－８１１－８０６ 

            受付 土日祝を除く９：３０～１７：００まで 

（IP 電話からは０３－６６２９－５２５８） 

 

 

  

人間科学部・人間科学研究科では、学生が海外渡航（※）を行う場合、留学生危機管理サービ

ス（ＯＳＳＭＡ）の加入を義務付けています。ＯＳＳＭＡは、海外渡航中に困りごとや相談した

いことが発生した場合に、２４時間３６５日、日本語で適切なサポートが受けられるサービスで

す。保険ではありませんので、本サービス加入と合わせ、必ず、海外旅行保険にも加入してくだ

さい。詳細は下記ホームページを確認してください。 

 

※旅行および一時帰国を除く 

 

 

 留学生危機管理サービス（ＯＳＳＭＡ）について 

【大阪大学ホームページ】 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/life/insurance.html 

【大阪大学ホームページ／関連ページ】 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/international/outbound/Studyabroad_crisis_management/6jweok 

＜＜新新規規来来日日さされれたた留留学学生生のの方方へへ＞＞  

 大阪大学で安心安全に学べる環境を整えるために、外国人留学生向け学研災付帯学生生活

総合保険「インバウンド付帯学総（ふたいがくそう）」の加入を強くお勧めします。 

 最近、留学生が自転車で走行中、通行人にぶつかってけがを負わせ、多額の賠償金を請求

されたものの保険に入っておらず大きな問題となったケースがありました。個人賠償責任の

ほか、示談交渉サービスも付いており、学生生活を幅広くサポートする保険です。 

To all incoming international students, 

In order to provide a secure and safe learning environment at the University of 

Osaka, we strongly recommend that you enroll in Comprehensive Life Insurance 

(Comprehensive Child Coverage), informally known as Comprehensive Insurance 

for Students Lives Coupled with “Gakkensai” (Inbound Comprehensive Insurance). 

Recently, a case where an uninsured international student riding a bicycle collided 

with a pedestrian caused injuries that resulted in a substantial compensation claim 

against the student. The Comprehensive Insurance for Students Lives Coupled 

with “Gakkensai” (Inbound Comprehensive Insurance) includes personal liability 

coverage and provides out-of-court settlement negotiation services if you become 

liable for such claims, effectively supporting many aspects of your life in Japan. 
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人間科学部・人間科学研究科では、多くの学部学生や大学院生が、保育所・幼稚園・小学校・

中学校、さらには社会福祉施設や病院等の外部機関・外部施設において、実習や研究活動を行っ

ています。このような現場に出かける際には「事前予防」に留意しながら、「病気を持ち込まない、

持ち帰らない」こと、あるいは「病気の発生源にならないこと」が、学生自身及び現場の人々の

健康や安全を守るためにも重要なことであり、リスク管理の観点からも強く求められています。

また、人間科学研究科に来校する外部の者（心理相談者、実験協力者等）に対応する学生につい

ても、同様の配慮が必要となります。 

このことから、人間科学部・人間科学研究科の学生が、外部機関等において実習や研究活動を

行う場合、または人間科学研究科に来校する外部の者に対応予定の場合には、抗体検査（風疹、

麻疹、水痘、ムンブスの４種）を受けることになっており、人間科学部・人間科学研究科の該当

学生を対象に、毎年４月と８月頃の年２回、抗体検査（風疹、麻疹、水痘、ムンプス）の検査料

の補助をしています。申し込み期間（指導教員・クラス担任を通じて教務係へ申し込む）等につ

いてはＫＯＡＮ掲示板等でお知らせします。 

 

 

大阪大学では、２０１８年 6 月 18 日に発生しました大阪府北部を震源とする地震を受け、学

生及び教職員等の安否確認を速やかに行い、大学として必要な支援を検討・実施するために、「マ

イハンダイ」を利用した安否確認システムを構築しています。安否確認システムへの入力対象と

なる災害が発生した場合は、マイハンダイ（https://my.osaka-u.ac.jp/）にログインして安否

確認情報を入力してください。 

【入力対象となる災害】 

 ・大阪府全域で震度５強以上の地震が発生した場合、ANPIC から安否報告を求める電子メー

ルが自動送信されます。また、近隣の府県で震度５強以上の地震が発生した場合等にも、大

学の判断によって、ANPIC から上記安否確認メールを手動送信する場合があります。これ

らのメールを受け取ったら、メール本文に表示されている URL をクリックし、自身の安否

を報告してください。 

 ・あらかじめ設定を済ませていると、ANPIC 専用アプリや LINE でも安否確認メッセージを受

け取ることができるようになり、そのメッセージからも安否報告が可能です。 

 

  

教育研究活動、学生生活には、常にあらゆるリスクが内在しています。人間科学研究科・人間

科学部では、安全対策やリスク管理のガイドブック「リスクのくすり」を作成し、人間科学研究

科のＨＰ上で閲覧（https://www.hus.osaka-u.ac.jp/ja/safety_health/guidebook/?pNo＝1）

できるようにしています。必ず読むようにしてください。 

  

  

 抗体検査の検査料の補助について 

 安否確認システムについて 

 その他リスク管理について 
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大学を除くすべての国公私立学校の教員（常勤、非常勤を問いません）になるためには、それ

ぞれ相当の教員免許状を有する必要があります。本学部・研究科で取得できる免許状は下表のと

おりです。 

例年４月初旬に大阪大学全体での教職課程ガイダンスが行われます。教育職員免許状取得希望

者は参加してください。 

教員免許状の取得については、上記の教職課程ガイダンスで配布される『大阪大学【教職課程

ブックレット】①《教職課程への招待》』を参照してください。（教務係でも入手可能です。） 

なお、教職課程及び教員免許状に関する連絡は、すべてＫＯＡＮ掲示板により行われます。 

 

課  程 免許状の種類 免許状の教科 

学 部（人間科学部） 
中学校教諭一種免許状 社会 

高等学校教諭一種免許状 地理歴史、公民 

大学院（人間科学研究科） 
中学校教諭専修免許状 社会 

高等学校教諭専修免許状 地理歴史、公民 

 

 

  

国家資格公認心理師は、保健医療、福祉、教育等の分野において、心理学に関する専門的知識

及び技術をもって、心理に関する支援を要する人々への業務に従事します。その内容には、心理

状態の観察とその結果の分析、心理に関する相談及び助言・指導等の他、関係者に対する援助や、

心の健康に関する教育・情報提供が含まれます。 

公認心理師資格試験の受験資格を得るためには、大学において心理学等に関する所定の科目（表

１）を修め、かつ、大学院において心理学等の所定の科目（表２）を修めてその課程を修了する

ことが求められます。その他、大学で心理学等に関する所定の科目を修めて卒業後、養成プログ

ラムを備えていると認定された施設において、一定期間の実務経験を積んで受験資格を得ること

も認められていますが、その施設は少数です（令和８（2026）年４月１日現在）。 

 

  

 教育職員免許状 

 公認心理師 

大阪大学ホームページ／教職課程 

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/career/teacher/teacher-certification-course 

資格・免許 
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表１．大学における必要な科目 

公認心理師省令科目名称 単位数 左記に該当する本学部の開講科目 

A. 心理学基礎科目 公認心理師の職責 ２単位 公認心理師の職責 

  心理学概論 ２単位 行動学概論（心理学概論） 

  臨床心理学概論 ２単位 臨床心理学概論 

  

心理学研究法 ２単位 

臨床教育学実験実習Ⅲ（心理学研究法） 

人間行動学実験実習Ⅲ（心理学研究法） 

行動生態学実験実習Ⅲ（心理学研究法） 

  

  

  心理学統計法 ２単位 心理学統計法 

  心理学実験 ２単位 心理学実験 

B. 心理学発展科目 
知覚・認知心理学 ２単位 

基礎心理学（知覚・認知心理学） 

応用認知心理学（知覚・認知心理学） 基礎心理学 

  学習・言語心理学 ２単位 
学習生理学（学習・言語心理学）※1 

教授・学習過程理論（学習・言語心理学）※2 

  感情・人格心理学 ２単位 
感情・人格心理学 

感情・人格心理学（理論と実践） 

  神経・生理心理学 ２単位 認知心理生理学（神経・生理心理学） 

  社会・集団・家族心理学 ２単位 社会・集団・家族心理学 

  発達心理学 ２単位 比較発達行動学（発達心理学） 

  障害者・障害児心理学 ２単位 
マイノリティと共生（障害者・障害児心理学）※3 

臨床心理学演習（障害者・障害児心理学）※3 

  

心理的アセスメント ２単位 

臨床教育学実験実習Ⅰ（心理的アセスメント） 

人間行動学実験実習Ⅰ（心理的アセスメント） 

行動生態学実験実習Ⅰ（心理的アセスメント） 

  

  

  心理学的支援法 ２単位 心理学的支援法 

B. 心理学発展科目 

実践心理学 
健康・医療心理学 ２単位 

行動医学・健康行動論（健康・医療心理学） 

健康・医療心理学 ※2 

 
福祉心理学 ２単位 臨床死生学・老年行動学（福祉心理学） 

  教育・学校心理学 ２単位 教育・学校心理学 

  司法・犯罪心理学 ２単位 司法・犯罪心理学 

  産業・組織心理学 ２単位 産業心理学（産業・組織心理学） 

B. 心理学発展科目 

心理学関連科目 

人体の構造と機能及び

疾病 
２単位 人体の構造と機能及び疾病 

 
精神疾患とその治療 ２単位 精神疾患とその治療 

  関係行政論 ２単位 関係行政論 

C 実習演習科目 

心理演習 ２単位 

臨床教育学実験実習Ⅱ（心理演習） 

人間行動学実験実習Ⅱ（心理演習） 

行動生態学実験実習Ⅱ（心理演習） 

認知行動工学演習Ⅱ（心理演習） 

 

 

  心理実習 ２単位 心理実習 

※1 隔年開講 

※2 令和８（2026）年度から開講 

※3 令和９（2027）年度から開講  
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表 2．大学院における必要な科目 

公認心理師省令科目名称 単位数 左記に該当する本研究科の開講科目 

A.心理実践科目 
保健医療分野に関する理論と

支援の展開 
２単位 

精神医学特講（保健医療分野に関する理論

と支援の展開） 

  
福祉分野に関する理論と支援

の展開 
２単位 

臨床死生学・老年行動学特講Ⅰ（福祉分野

に関する理論と支援の展開） 

  
教育分野に関する理論と支援

の展開 
２単位 教育分野に関する理論と支援の展開 

  
司法・犯罪分野に関する理論と

支援の展開 
２単位 

犯罪心理学（司法・犯罪分野に関する理論

と支援の展開） 

  
産業・労働分野に関する理論と

支援の展開 
２単位 

安全行動学特講Ⅰ（産業・労働分野に関す

る理論と支援の展開）※ 

認知行動工学特講（産業・労働分野に関す

る理論と支援の展開） 

  

心理的アセスメントに関する

理論と実践 
２単位 

比較発達心理学特講（心理的アセスメント

に関する理論と実践）※ 

臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメント

に関する理論と実践） 

  

  

心理支援に関する理論と実践 ２単位 

臨床心理面接特講Ⅰ(心理支援に関する理

論と実践) 

心理支援法特講（心理支援に関する理論と

実践） 

  

  

家族関係・集団・地域社会にお

ける心理支援に関する理論と

実践 

２単位 

地域共生学特講Ⅰ（家族関係・集団・地域

社会における心理支援に関する理論と実

践） 

  
心の健康教育に関する理論と

実践 
２単位 

認知行動工学特定演習Ⅱ（心の健康教育に

関する理論と実践） 

B. 実習科目 心理実践実習Ⅰ ３単位 心理実践実習Ⅰ 

  心理実践実習Ⅱ ３単位 心理実践実習Ⅱ 

  心理実践実習Ⅲ ３単位 心理実践実習Ⅲ 

  心理実践実習Ⅳ ３単位 心理実践実習Ⅳ 

※ 隔年開講 

 

公認心理師の受験資格取得を希望する方は、公認心理師に関するガイダンスに参加すると共に、

下記の他、KOAN の掲示や本研究科ホームページのお知らせに注意してください。 

 

  

大阪大学人間科学部公認心理師プログラムwebサイト 

https://www.hus.osaka-u.ac.jp/ja/kouninshinrishi/ 

厚生労働省公認心理師Webサイト 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116049.html 
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「公益社団法人日本心理学会認定心理士（以下、認定心理士と呼びます）」は、公益社団法人日

本心理学会がその資格取得希望者に対して、“この人物は心理学に関する標準的な基礎知識と基礎

技術とを正規の課程において修得している”ということを認定する資格であり、現在において、

同学会が心理学に関して認定している唯一の資格です。 

資格取得の基礎条件は、四年制大学を卒業し学士の学位を取得もしくは大学院修士課程を修了

し修士の学位を取得していることに加え、認定資格細則が指定する心理学関係の所定の単位を修

得していることなどです。その所定の単位は、心理学概論や心理学研究法、心理学実験実習等の

基礎科目、および知覚心理学や教育心理学、社会心理学等の選択科目を中心に構成され、総単位

は３６単位以上が求められます。詳細については、公益社団法人日本心理学会のホームページを

参照してください。 

 

 

  

臨床心理士は、大学院教育で得られる高度な心理学的知識と技能を用いて、臨床心理査定（心

理テスト）、臨床心理面接（心理療法・心理カウンセリング）、臨床心理学的地域援助およびそれ

らの研究調査等の業務を行います。 

臨床心理士の資格は、文部科学省の認可を受けた「公益財団法人日本臨床心理士資格認定協会」

によって認定されます。資格審査は、書類審査、筆記試験、および口述審査により、原則として

年１回行われます。平成１３年度以降の入学者は、本研究科臨床心理学研究分野の博士前期課程

を修了後、臨床心理士の資格試験を受けることが出来ます。 

 

【修得が必要な授業科目と単位について】 
「公益財団法人日本臨床心理士資格認定協会」が指定している必修科目および選択必修科目は、

次のとおりです。必修科目は①～⑤すべてにつき括弧内の必要単位以上を、さらに選択必修科目

は A～E 群すべてにつき各 2 単位以上を、該当する本研究科の開講科目から修得しなければなり

ません。 

「日本臨床心理士資格認定協会」が指定する科目 左記に該当する本研究科の開講科目 

必修科目 

① 臨床心理学特論（４単位） 
臨床心理学特講Ⅰ（２単位） 

臨床心理学特講Ⅱ（２単位） 

② 臨床心理面接特論（４単位） 

臨床心理面接特講Ⅰ（心理支援に関する理論

と実践）（２単位） 

臨床心理面接特講Ⅱ（２単位） 

③ 臨床心理査定演習（４単位） 

臨床心理査定演習Ⅰ（心理的アセスメントに

関する理論と実践）（２単位） 

臨床心理査定演習Ⅱ（２単位） 

④ 臨床心理基礎実習（２単位） 
臨床心理基礎実習Ⅰ（２単位） 

臨床心理基礎実習Ⅱ（２単位） 

⑤ 臨床心理実習（２単位） 

臨床心理実習Ⅰ（２単位） 

臨床心理実習Ⅱ（２単位） 

臨床心理実習Ⅲ（２単位） 

臨床心理実習Ⅳ（２単位） 

 認定心理士 

 臨床心理士（一種） 

公益社団法人日本心理学会のホームページ  https://psych.or.jp 
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「日本臨床心理士資格認定協会」が指定する科目 左記に該当する本研究科の開講科目 

選択必修科目Ａ

群 

心理学研究法特論 － 

心理統計法特論 行動統計科学特講Ⅰ（２単位） 

臨床心理学研究法特論 臨床心理学研究法特講（２単位） 

選択必修科目Ｂ

群 

人格心理学特論 人格心理学特講（２単位） 

発達心理学特論 
比較発達心理学特講（心理的アセスメントに

関する理論と実践）（２単位） 

学習心理学特論 － 

認知心理学特論 
応用認知心理学特講Ⅰ（２単位） 

応用認知心理学特講Ⅱ（２単位） 

比較行動学特論 － 

教育心理学特論 
教育分野に関する理論と支援の展開（２単

位） 

選択必修科目Ｃ

群 

社会心理学特論 社会心理学特講Ⅰ（２単位） 

人間関係学特論 － 

社会病理学特論 － 

家族心理学特論 － 

犯罪心理学特論 
犯罪心理学（司法・犯罪分野に関する理論と

支援の展開）（２単位） 

臨床心理関連行政論 － 

選択必修科目Ｄ

群 

精神医学特論 
精神医学特講（保健医療分野に関する理論と

支援の展開）（２単位） 

心身医学特論 － 

神経生理学特論 － 

老年心理学特論 
臨床死生学・老年行動学特講Ⅰ（福祉分野に

関する理論と支援の展開）（２単位） 

障害者（児）心理学特論 － 

精神薬理学特論 － 

選択必修科目Ｅ

群 

投映法特論 － 

心理療法特論 心理療法特講（２単位） 

学校臨床心理学特論 － 

グループ・アプローチ特論 － 

臨床心理地域援助特論 － 

 

具体的にどのような授業科目や臨床経験が規定に適合するのか知りたい場合は、「公益財団法人

日本臨床心理士資格認定協会」監修の「臨床心理士になるために（誠信書房）」を参照してくださ

い。 

 

  

公益財団法人日本臨床心理士資格認定協会  http://fjcbcp.or.jp 
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社会調査士は、学部卒業レベルの資格です。 

社会調査士を取得するためには、大阪大学人間科学部・人間科学研究科の認定科目を「一般社

団法人社会調査協会」の定めた規定にあわせて修得し、卒業・修了と同時（卒業・修了後は毎年

３月末の申請受付時）に資格申請をしなければなりません。資格取得希望者は、必ず「一般社団

法人社会調査協会」のホームページに公開されている大阪大学人間科学部の各年度の認定科目一

覧を参照し、自身で入力してください。 

大阪大学大学院人間科学研究科では、令和８年以降は、専門社会調査士の資格科目は開講しま

せん。 

  

 社会調査士 

一般社団法人社会調査協会のホームページ  http://jasr.or.jp 
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（兼）は本研究科内兼任を示す。 

〔兼〕は他部局教員等の本研究科兼任を示す。 

 
人間科学研究科長・人間科学部長 教授 八十島 安神 
  

 

 

 

 

 

 

 大阪大学大学院人間科学研究科・人間科学部教員等一覧（令和８年４月１日時点） 

人 間 科 学 専 攻 

行 

動 

学 

系 

人間行動学講座 
基礎心理学 

 

教 授 入戸野 宏 

  助 教 石田  海 

応用認知心理学 

 

教 授 篠原 一光 
  

講 師 木村  司 

社会心理学  教 授 三浦 麻子 
 

教 授 綿村 英一郎 
  

助 教 寺田 知功 

臨床死生学・老年行動学 

 

教 授 権藤 恭之 

  准 教 授 中川 威 

環境行動学 
 

 

教 授 三好 恵真子 
 

准 教 授 青野 正二 

安全行動学  准 教 授 中井 宏 
 

助 教 伊藤 篤希 

行動生態学講座 
発達認知科学 
 

 

教 授 鹿子木 康弘 

 講 師 萩原 広道 

行動生理学 

 

教 授 八十島 安伸 

  助 教 松井 大 

行動統計科学  准 教 授 山本 倫生 

  助 教 福島 健太郎 

生物人類学 

 

教 授 西村  剛 

  助 教 設樂 哲弥 

比較行動学 （兼） 准 教 授 山田 一憲 
 

講 師 勝 野吏子 

認知行動工学  教 授 平井  啓 

 （兼） 教 授 足立 浩祥（ウェルネス推進機構健康支援相談センター） 

  特任講師（常勤） 松村 悠子（CO デザインセンター） 

人間科学研究科・人間科学部教員一覧 
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社
会
学
・
人
間
学
系 

社会環境学講座 
現代社会と社会理論  教 授 山田 陽子 

  准 教 授 松村 一志 

経験社会学 
 

 

教 授 村上 あかね 

 准 教 授 五十嵐 彰 

  講 師 齋藤 僚介 

文化社会学  教 授 丸山 真央 

  准 教 授 遠藤 知子 

  准 教 授 CROYDON Silvia Atanassova 

  准 教 授 三谷 はるよ 

基礎人間科学講座 
科学哲学・分析哲学 

 

教 授 森田 邦久 

哲学と質的研究 
 

 

教 授 村上 靖彦 

〔兼〕 教 授 ほんま なほ（CO デザインセンター） 

比較文明学  教 授 野尻 英一 

人類学 
 

 

教 授 福岡 まどか 

 教 授 白川 千尋 

科学技術と文化 

 

教 授 森田 敦郎 

  講 師  飯塚 理恵 

 講 師 鈴木 和歌奈 

〔兼〕 講 師 森下 翔（社会技術共創センター） 

教 

育 

学 

系 

臨床教育学講座 
教育人間学 

 

教 授 岡部 美香 

  助 教 森 祐亮 

人間変容論 

 

教 授 藤川 信夫 

教育工学 

 

教 授 西森 年寿 

 准 教 授 後藤 崇志 

（兼） 教 授 齊藤 貴浩 

〔兼〕 教 授 村上 正行（全学教育推進機構） 

〔兼〕 准 教 授 岡本 紗知（国際機構国際教育交流センター） 

 〔兼〕 准 教 授 仲谷 佳恵（スチューデント・ライフサイクルサポートセンター） 

教育心理学 

 

教 授 野坂 祐子 

  講 師 直原 康光 

臨床心理学（臨床心理士養成コース） 

 

教 授 野村 晴夫 

  教 授 佐々木 淳 

  准 教 授 管生 聖子 

  准 教 授 藤野 陽生 

 （兼） 教 授 野坂 祐子  

〔兼〕 准 教 授 石金 直美（ウェルネス推進機構健康支援相談センター） 

 〔兼〕 講 師 広木 芽枝（ウェルネス推進機構健康支援相談センター） 

  助 教 山下 朋美 
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教 

育 

学 

系 

教育環境学講座 
教育社会学  教 授 木村 涼子 

 教 授 荒牧 草平 

教育制度学  教 授 園山 大祐 

 准 教 授 高橋 哲 

生涯教育学  教 授 北山 夕華 

（兼） 教 授 木村 涼子 

〔兼〕 准 教 授 石倉 佑季子（国際機構国際教育交流センター） 

教育文化学  教 授 髙田 一宏 

 准 教 授 知念 渉 

教育学系共通  教 授 齊藤 貴浩 

 准教授（教職担当） 玉城 明子 

 助 教（教職担当） 松枝 拓生 

共 

生 

学 

系 

コミュニティ学講座 
福祉と人間学  教 授 斉藤 弥生 

 教 授 近藤 和敬 

 准 教 授 中井 好男 

  講 師 佐藤 桃子 

 （兼） 教 授 藤川 信夫 

 〔兼〕 教 授 山﨑 吾郎（CO デザインセンター） 

地域共生学  教 授 渥美 公秀 

  教 授 稲場 圭信 

 准 教 授 宮本 匠 

 准 教 授 福田 雄 

（兼） 教 授 権藤 恭之 

グローバル学講座 
国際協力学  教 授 大谷 順子 

 教 授 杉田 映理 

 教 授 白川 千尋 

  准 教 授 坂口 真康 

  講 師 伊東 さなえ 

環境共生学  教 授 MOHACSI Gergely 

 准 教 授 太田 貴大 

 准 教 授 佐伯 いく代 

 講 師 古賀 勇人 

（兼） 准 教 授 山田 一憲 

共生学系共通  助 教 ANDRIARINIAINA Fanantenana R. 

 助 教 小泉 空 
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附属未来共創センター （兼） セ ン タ ー 長 稲場 圭信 
 

准 教 授 杉本 めぐみ 

国際交流室 （兼） 室 長 大谷 順子 

 准 教 授 安元 佐織 

学生支援室 

 

（兼） 室 長 白川 千尋 
 

講 師 松井 智子 

サイバーメディア室 （兼） 室 長 西森 年寿 
 

助 教 宮本 友介 

研究推進室 （兼） 室 長 三浦 麻子 

教育改革推進室 （兼） 室 長 園山 大祐 

教育支援デジタルクローン共同研究講座  特任教授（常勤） 伊藤 庸一郎 

附属比較行動実験施設 （兼） 施 設 長 西村 剛 
 

准 教 授 山田 一憲 

心理教育相談室 （兼） 室 長 野村 晴夫 

図書室 （兼） 室 長 岡部 美香 

評価資料室 （兼） 室 長 近藤 和敬 
 

助 教 織田 和明 

公認心理師プログラム運営室 （兼） 室 長 野坂 祐子 

〔兼〕 教 授 足立 浩祥（ウェルネス推進機構健康支援相談センター） 

 講 師 高田 紗英子 

 講 師 藪田 拓哉 

 特任講師（常勤） 松本 恵 

安全衛生推進室 （兼） 室 長 中井 宏 

人間科学コース（学部英語コース）  特任准教授（常勤） POZSGAI ALVAREZ Joseph 

 〔兼〕 准 教 授 ETZRODT Christian（インターナショナルカレッジ） 

 特任講師（常勤） BABOVIC Aleksandra 

  特任助教（常勤） HUGHES PHILLIP Brian 

  特任助教（常勤） NIELSEN JACOB AAGE EJLERSKOV 

ユネスコチェア 〔兼〕 特任講師（常勤） 小笠原 理恵（医学系研究科） 
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第１０６講義室 
（メディア講義室） 

第１２講義室 

 サイバーメディア室  

 プレゼンテーションルーム  

 インターナショナルカフェ  
   （飲料自販機設置）    

１Ｆ 

 女子休養室  

 男子休養室   Ｇ30 教員室  

北館 

本館 

東館 

 

別館 

附属比較行動実験施設 

人間生態学 
実験棟 

 

人間科学研究科・人間科学部講義室等配置図 
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 事務室（教務係） 

 事務室（庶務係・会計係） 

 国際交流室  

 リフレッシュルーム  

 図書室  

 特別演習室  

２Ｆ 

 ラーニングコモンズ  

第２０７講義室 
（ユメンヌホール） 

 学生支援室  

 印刷室  

北館 

本館 

東館 
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  ３３ＦＦ  

第３２講義室 

第３０３講義室 

第３０４講義室 

第３１６講義室 

 リフレッシュルーム（飲料自販機設置） 

第３１講義室 

第３４講義室 

第３３講義室 

 印刷室  

北館 

本館 

東館 

64

令
和
８
年
度  
大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科



 
  

４Ｆ 

 公認心理師プログラム運営室  

 学生控室  

第４０４講義室 

第４３講義室 

第４２講義室 

第４１講義室 

第４５講義室 

第４４講義室 

第４６講義室 

北館 

本館 

東館 
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第５１講義室 
（キャノピーホール） 

５Ｆ 

北館 

本館 

東館 
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大阪大学大学院人間科学研究科
大 阪 大 学 人 間 科 学 部
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ホームページ／在学生の情報へ

https://www.hus.osaka-u.ac.jp

〒565-0871　吹田市山田丘 1-2　電話 06（6877）5111（代表）
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